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副
会
長
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
） 

医
療
の
主
役
は
患
者 

医
療
の
主
役
は
患
者 

医
療
過
誤
と
人
権
〜
患
者
の
人
権
と
医
師
の
人
権
〜 

社会保障セミナー 
続編 

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二

〇
〇
三
年
か
ら
約
二
年
間
に
わ

た
り
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た

が
、
今
回
、
よ
り
身
近
な
医
療

や
福
祉
の
現
場
で
の
人
権
の
理

解
・
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
を
目

的
に
再
開
さ
れ
た
。

そ
の
再
開
第
一
回
は
、
十
月

九
日
（
木
）
金
沢
都
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
テ
ー
マ
を
「
医
療
過

誤
と
人
権
〜
患
者
の
人
権
と
医

師
の
人
権
〜
」
と
題
し
開
か
れ

た
。今

年
八
月
に
福
島
県
立
大
野

病
院
事
件
の
判
決
が
あ
り
、
患

者
、
医
師
の
人
権
を
考
え
る
上

で
本
質
的
な
問
題
を
提
起
し
て

い
る
の
で
、
頭
書
の
よ
う
な
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な

っ
た
。　

始
め
に
、
勤
務
医
で
あ
る
斉

藤
理
事
が
、
医

療
崩
壊
の
構
図

を
具
体
的
に
解

説
さ
れ
た
。

低
医
療
費
政

策
の
下
で
、
激

務
を
続
け
る
病

院
勤
務
医
の
労

働
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
今
の

状
況
が
医
師
へ

の
人
権
侵
害
と

な
る
の
で
は
な

い
か
と
提
起
さ

れ
た
。
ま
た
、

大
野
病
院
事
件

判
決
に
対
す

る
、
患
者
と
医

師
の
意
識
の
ギ

ャ
ッ
プ
な
ど
、

こ
の
事
件
の
波

紋
を
具
体
的
に

解
説
さ
れ
た
。

続
い
て
金
沢

大
学
の
井
上
英

夫
教
授
が
講
演

さ
れ
た
。

医
療
に
関
わ

る
人
権
と
は
、

生
命
権
が
核
と

な
り
、
そ
の
周

り
に
生
存
権
、
そ
の
外
側
に
健

康
権
が
取
り
巻
く
、
同
心
円
状

の
重
層
的
な
も
の
で
あ
る
。

基
本
的
人
権
と
は
、
生
き
て

い
く
上
で
必
要
な
権
利
で
、
日

本
で
は
、
医
療
過
誤
が
人
権
侵

害
と
の
認
識
が
希
薄
で
、
こ
の

こ
と
が
患
者
・
家
族
と
医
療
従

事
者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
ん
で

い
る
。

最
近
、
医
師
と
患
者
は
、
上

下
関
係
よ
り
対
等
な
関
係
と
の

認
識
が
浸
透
し
た
が
、
井
上
教

授
は
、
患
者
が
「
主
役
」
で
あ

る
べ
き
で
、
医
師
は
健
康
権
の

保
障
が
そ
の
役
割
で
あ
る
（
医

師
法
一
四
条
）
と
し
、
ゆ
え
に

業
務
独
占
、
名
称
独
占
と
、
医

療
行
為
と
い
う
危
険
な
行
為

（
通
常
な
ら
犯
罪
行
為
）
に
対

し
、
刑
法
上
違
法
性
の
阻
却
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

『
ル
ポ
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』
の
著
者
、
堤
未
果
さ
ん
が
金
沢
で
講
演
し
ま
す 

テ
ー
マ
　
平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
｜
市
民
が
で
き
る
こ
と
 

日
時
・
場
所
　
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜
／
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

※
詳
し
く
は
九
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

医
療
事
故
に
警
察
が
介
入
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
医
師
側
の

多
数
意
見
に
は
、
必
ず
し
も
賛

意
で
き
な
い
。

医
師
に
対
し
、
人
権
を
保
障

す
る
「
に
な
い
手
」
に
な
っ
て

欲
し
い
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
は
「
説
明
と
同

意
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
が
、
患

者
に
対
し
「
情
報
の
共
有
、
自

己
決
定
の
尊
重
」
と
解
釈
し
た

い
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
決

め
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。患

者
の
人
権
を
保
障
す
る
た

め
に
こ
そ
、
医
療
従
事
者
の
人

権
も
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
権
の
「
に
な
い
手
」

と
し
て
の
医
師
の
生
存
権
（
労

働
権
）
は
、
そ
の
た
め
に
あ

る
。井

上
教
授
の
ご
意
見
に
は
、

議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

し
か
し
医
師
と
患
者
と
の
関
係

の
本
質
の
問
題
で
、
今
回
を
手

始
め
に
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め

た
い
。

今
回
ご
欠
席
の
会
員
諸
氏

も
、
次
回
以
降
、
ぜ
ひ
こ
の
議

論
に
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
。

今月の会員数／1010人（医科725人・歯科285人） 
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十
月
二
日
（
木
）
午
後
七
時

か
ら
十
時
ま
で
、
保
険
医
協
会

会
議
室
に
お
い
て
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
近
の
話
題
」
が
開
か

れ
、
十
数
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。食

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
不
島
健
持
先
生
、

長
門
佐
（
た
す
く
）
先
生
、
近

藤
政
子
先
生
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
食
性
と
顎
発
育
、
口
腔
筋

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
を
使
用
し
た

症
例
、
最
近
の
小
児
の
口
腔
機

能
の
変
化
と
対
策
に
つ
い
て
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
レ
ジ
ュ
メ

を
用
い
て
話
さ
れ
た
。

ま
ず
、
不
島
先
生
が
「
最
近

子
ど
も
た
ち
に
多
く
観
ら
れ
る

歯
列
不
正
や
上
下
顎
骨
の
バ
ラ

ン
ス
不
良
は
、
食
べ
方
や
食
べ

る
も
の
に
起
因
す
る
機
能
異
常

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の

か
」
を
二
十
五
年
の
臨
床
の
経

験
や
私
的
考
察
と
実
証
さ
れ
た

知
見
を
交
え
て
、
理
路
整
然
と

解
説
さ
れ
た
。

続
い
て
、
長
門
先
生
が
六
歳

か
ら
八
歳
の
Ｖ
字
歯
列
な
ど
ス

ペ
ー
ス
不
足
に
よ
る
四
番
の
舌

側
転
位
し
た
症
例
に
Ｔ
４
Ｋ

（T
R
A
IN
E
R
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O
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S

）

を
日
中
一
時
間
と
就
寝
中
の
装

着
に
よ
っ
て
、
歯
列
弓
が
拡
大

し
て
い
く
様
子
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

ま
た
、
多
く
の
幼
児
に
観
ら

れ
る
上
唇
の
富
士
山
型
の
写
真

は
、
こ
れ
か
ら
抱
え
る
問
題
の

大
き
さ
を
象
徴
し
て
い
た
。

最
後
に
、
近
藤
先
生
が
萌
出

順
位
、
歯
牙
の
幅
径
、
口
唇
形

態
、
舌
小
帯
異
常
な
ど
に
関
す

る
こ
こ
二
十
数
年
に
お
け
る
臨

床
現
場
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の

変
化
を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

哺
乳
時
や
食
事
時
の
姿
勢
に
関

す
る
注
意
点
や
離
乳
食
、
幼
児

食
、
成
人
食
へ
の
着
実
な
移
行

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
質
疑
応

答
、
疑
問
点
な
ど
の
活
発
な
討

議
が
な
さ
れ
、
今
後
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。

ま
た
、
食
育
に
関
す
る
輪
の

広
が
り
も
見
ら
れ
、
非
常
に
有

意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

食育の輪が広がる 

食育ミニシンポジウム 

理事　小島　登（内灘町・歯科） 

本
来
、「
共
済
」

と
は
組
織
の
構
成
員

な
ど
特
定
者
を
対
象

と
す
る
も
の
、「
保

険
」
と
は
非
特
定
者

を
対
象
と
す
る
も
の

と
定
義
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九

九
六
年
に
オ
レ
ン
ジ
共
済
の
名

を
偽
装
し
た
無
認
可
保
険
会
社

が
倒
産
し
た
こ
と
か
ら
、
共
済

と
保
険
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
▼
在
日
米
国
商
工
会
議

所
の
日
本
政
府
へ
の
年
次
要
望

書
に
呼
応
し
て
、
金
融
庁
は

〝
共
済
と
称
し
て
不
特
定
多
数

に
保
険
を
販
売
し
て
い
る
事
業

者
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
〞

と
い
う
当
初
の
目
的
を
逸
脱

し
、
保
険
の
定
義
で
あ
っ
た
非

特
定
対
象
を
削
除
し
、
共
済
も

「（
新
）
保
険
業
法
」
に
よ
り
規

制
し
、
管
理
・
監
督
す
る
と
い

う
考
え
に
す
り
替
え
た
▼
そ
れ

に
よ
り
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た

無
認
可
保
険
業
者
は
「
少
額
短

期
保
険
業
者
」
と
し
て
合
法
的

な
組
織
に
衣
替
え
し
生
き
残
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
方
、

健
全
に
構
成
員
の
た
め
に
運
営

し
て
き
た
自
主
共
済
は
、
存
廃

の
瀬
戸
際
に
追
い
や
ら
れ
て
い

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
安
全
互
助
会
、

知
的
障
害
者
や
自
閉
症
協
会
の

互
助
会
な
ど
も
解
散
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
改
正
公

益
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
共
済

も
、
ま
た
今
後
、
自
治
体
や
Ｊ

Ａ
な
ど
の
制
度
共
済
も
規
制
の

対
象
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
の
共
済
は
、
金
融
市
場
の

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
お
互
い

を
助
け
合
う
心
が
失
わ
れ
て
い

く
。
県
内
で
も
「
共
済
の
今
日

と
未
来
を
考
え
る
懇
話
会
」
を

立
ち
上
げ
、
各
団
体
が
連
携
し

て
、
共
済
制
度
を
守
り
続
け
て

い
き
た
い
。

50人の医師とコ・メディカルが参加して開かれた社会保障セミナー・続編

講師の金沢大学人間社会環境
研究科の井上英夫教授　　　

協会会議室で開かれた食育ミニシンポ
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歯
科
独
自
の
多
彩
な
問
題
を
議
論 

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

第
十
回
保
団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会 

第
十
回
保
団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会 

歯
科
技
工
海
外
発
注
や
歯
科
衛
生
士
不
足
な
ど
 

歯
科
独
自
の
多
彩
な
問
題
を
議
論 
歯
科
独
自
の
多
彩
な
問
題
を
議
論 

十
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日

の
両
日
、
ベ
ル
サ
ー
ル
西
新
宿

に
て
、
第
十
回
保
団
連
歯
科
全

国
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

全
国
四
十
四
協
会
か
ら
百
五
十

五
人
が
出
席
し
、
熱
い
討
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
す
べ
て
を
報
告
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、
以

下
、
い
く
つ
か
を
抜
粋
し
て
報

告
す
る
。

ま
ず
、
歯
科
技
工
に
関
し

て
、
海
外
技
工
発
注
が
検
討
さ

れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
す

で
に
全
国
保
険
医
新
聞
な
ど
で

報
道
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ

で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

歯
科
技
工
士
と
と
も
に
、
た

び
た
び
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
歯
科
衛
生
士
に
関
す
る
議
論

が
な
さ
れ
た
。
歯
科
医
院
の
経

営
悪
化
に
よ
り
、
歯
科
衛
生
士

が
採
用
で
き
な
い
と
い
う
話
は

別
に
し
て
、
現
役
組
の
退
職
や

転
職
に
よ
り
、
絶
対
数
が
不
足

し
て
い
る
。
加
え
て
、
養
成
専

門
学
校
が
二
年
制
か
ら
三
年
制

へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
入

学
希
望
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

三
年
制
移
行
に
伴
っ
て
歯
科
衛

生
士
の
業
務
範
囲
が
拡
大
す
る

わ
け
で
も
な
い
し
、
特
別
の
資

格
が
発
生
す
る
わ
け
で
も
な
い

現
状
で
は
、
歯
科
衛
生
士
に
な

る
魅
力
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
が

原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
臨
床
現
場
で
は
、
患

者
の
歯
周
病
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ニ
ー
ズ
は
多
い
。
に
も
か
か

第
十
二
回
理
事
会
も
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し

た
。
主
な
報
告
事
項
は
、
次

の
通
り
で
す
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

自
主
共
済
規
制
問
題
懇
談
会

の
報
告
で
、
石
川
県
の
他
の

自
主
共
済
団
体
と
協
力
し
て

運
動
を
展
開
す
る
そ
う
で

す
。歯

科
部
か
ら
は
、
先
日
発

刊
さ
れ
た
『
歯
科
に
お
け
る

震
災
時
の
対
応
〜
能
登
半
島

地
震
の
体
験
か
ら
〜
』
に
つ

い
て
の
反
響
が
報
告
さ
れ
、

『
毎
日
新
聞
』
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
非
常
に
好
評

で
、
各
地
の
歯
科
医
師
会
な

ど
か
ら
も
追
加
注
文
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。学

術
・
保
険
部
か
ら
は
、

越
野
病
院
の
保
険
医
療
機
関

指
定
取
り
消
し
に
関
し
て
、

当
協
会
の
対
応
を
協
議
し
、

会
長
一
任
で
談
話
を
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
十
月
一
日
か
ら
の
地

方
厚
生
局
再
編
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
解
説
が
あ
り
、
西

田
会
長
ら
が
東
海
北
陸
厚
生

局
石
川
事
務
所
を
表
敬
訪
問

し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

医
療
・
福
祉
部
か
ら
は
、

『
病
院
マ
ッ
プ
』
を
も
っ
と

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
部

会
で
出
さ
れ
た
意
見
が
発
表

さ
れ
、
来
年
の
『
病
院
マ
ッ

プ
』
の
編
集
に
活
か
さ
れ
る

よ
う
で
す
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら

は
、
本
紙
新
年
号
の
座
談
会

の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
の

服
部
理
事
か
ら
説
明
が
あ

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
実

態
を
医
療
と
か
ら
め
て
討
論

す
る
そ
う
で
、
ど
の
よ
う
に

な
る
か
と
て
も
楽
し
み
で

す
。こ

の
ほ
か
に
、
保
団
連
医

療
研
究
集
会
の
予
行
演
習
な

ど
も
あ
り
、
終
了
し
た
の
は

午
後
十
時
半
過
ぎ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。【

牛
村　

記
】

（1 0月7日・10人出席） 
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相変わらず 
議題たくさん 
相変わらず 
議題たくさん 

わ
ら
ず
、
主
な
担
い
手
で
あ
る

衛
生
士
の
数
は
、
不
足
し
て
い

る
。
そ
こ
で
石
川
協
会
か
ら

は
、
在
宅
で
休
眠
中
の
衛
生
士

の
活
用
に
関
し
て
次
の
よ
う
な

提
案
を
し
て
み
た
。

子
育
て
が
終
わ
っ
た
者
を
再

雇
用
す
る
と
し
て
も
、
長
期
に

現
場
を
離
れ
た
衛
生
士
は
現
場

感
覚
が
薄
れ
、
不
安
が
っ
て
い

る
と
聞
く
。
講
演
会
や
実
習
な

ど
の
再
教
育
の
場
を
保
険
医
協

会
が
提
供
す
る
こ
と
で
、
雇
用

の
増
加
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
。

今
回
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
で
注
目
を
引
い
た
も
の
の
一

つ
は
、
審
査
改
善
の
取
り
組
み

で
あ
ろ
う
。
神
奈
川
協
会
歯
科

部
は
、
足
掛
け
五
年
に
渡
る
審

査
改
善
運
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
を

報
告
し
た
。

「
神
奈
川
ル
ー
ル
」
な
る
常

軌
を
逸
し
た
規
制
三
十
六
項
目

の
存
在
を
厚
労
省
保
険
局
長
が

認
め
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果

で
あ
る
。
し
か
し
、
三
十
六
項

目
の
う
ち
二
十
七
項
目
は
、
こ

の
間
の
診
療
報
酬
の
改
正
で
実

質
無
効
と
な
っ
て
い
る
と
の
釈

明
で
あ
り
、
残
り
の
九
項
目
は
、

未
だ
に
生
き
て
い
る
と
解
釈
さ

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

全
国
の
審
査
に
お
い
て
は
、

も
っ
と
も
厳
し
い
神
奈
川
ル
ー

ル
を
標
準
と
し
て
採
用
す
る
意

図
が
あ
り
、
完
全
撤
廃
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
審
査
改
善
運
動

を
継
続
す
る
と
の
決
意
表
明
が

あ
っ
た
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
、
指
導
・
監
査
・
取
り
消
し

処
分
・
弁
護
士
帯
同
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

岡
山
協
会
の
高
久
氏
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
「
支

援
ネ
ッ
ト
」http://siennet. 

w
eb.fc2.com

/

が
注
目
を
引

い
た
。
現
在
四
人
を
支
援
中
と

の
こ
と
。
岡
山
協
会
の
報
告
要

旨
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
た
。

本
年
十
月
か
ら
の
指
導
監
査

業
務
が
地
方
厚
生
局
に
移
管
さ

れ
た
が
、
同
時
に
機
能
強
化
も

図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
取

り
消
し
処
分
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る
不
正
請
求
に
つ
い
て
も

「
知
ら
な
か
っ
た
」、「
認
識
不

足
だ
っ
た
」
な
ど
は
関
係
な

く
、
単
純
な
算
定
ミ
ス
す
ら
不

正
請
求
と
し
て
扱
う
と
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
も
は
や
、
誰
で

も
対
象
者
と
な
り
う
る
状
況
に

な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
個
人
の
問

題
で
な
く
、
全
体
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
問
題
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
状
況
に
呼

応
し
て
、
一
協
会
で
は
対
処
で

き
な
い
大
き
な
事
案
で
も
、
連

合
体
で
あ
る
保
団
連
な
ら
可
能

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ぜ
ひ
と
も
、
保
団
連
と

し
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
ま

た
、
各
地
の
協
会
に
お
い
て
も

支
援
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
議
論
を

し
て
、
団
体
と
し
て
、
ま
た
、

個
人
と
し
て
加
入
し
て
欲
し
い

と
訴
え
た
。

福
岡
県
歯
科
協
会
か
ら
は
、

指
導
監
査
時
の
弁
護
士
の
帯
同

に
付
い
て
、
積
極
的
な
報
告
が

あ
っ
た
。

東
京
協
会
か
ら
は
、
立
会
人

の
法
的
立
場
に
関
し
て
調
査
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
現
在
の
歯
科
医
師

の
立
会
い
に
は
ど
ん
な
資
格

で
、
ど
こ
ま
で
の
支
援
が
可
能

な
の
か
不
明
で
あ
り
、
各
県
で

の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

保険医年金の加入受付は終了しました 
多数のご加入ありがとうございました 
保険医年金の加入受付は終了しました 
多数のご加入ありがとうございました 

○制度発足日：2009年1月1日（木） 
○「月払」初回掛金の引き去り日：2008年12月26日（金） 
　※あらかじめご指定いただいた銀行口座より、上記の日に引き去りします。 

○「一時払」掛金振込締切日：2008年12月15日（月） 
　※協会指定口座に上記の日までにお振り込みください。 
　12月初めに改めてご案内します。 

○保険医年金加入者証の送付：2009年2月頃 

今回ご加入いただいた分の取り扱いは以下のとおりです。 

最
近
の
理
事
会
は
、
終
了

時
間
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
理
事

会
の
様
子
を
四
文
字
熟
語
で

表
す
と
、「
談
論
風
発
」

「
侃
々
諤
々
」「
丁
々
発
止
」

「
馬
耳
東
風
」「
呵
々
大
笑
」

と
な
る
。

総
務
部
か
ら
、
第
十
九
回

反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
の
準
備
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。
保
険
医
協
会
か
ら
の
協

賛
金
と
、
実
行
委
員
の
参
加

費
用
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と

め
た
。
参
加
者
の
登
録
も
順

調
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

保
険
医
年
金
の
普
及
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
池
田
憲

昭
氏
の
講
演
会
の
報
告
が
あ

っ
た
。「
開
発
途
上
国
に
お

け
る
保
健
シ
ス
テ
ム
の
強
化

支
援
に
つ
い
て
」
と
い
う
講

演
で
、
保
険
医
協
会
の
講
演

と
し
て
は
、
異
色
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
あ
る
意
味
、
保

険
医
協
会
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
と
い
う
評
価
だ
っ
た
。

医
療
福
祉
部
か
ら
は
、
社

会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
続
編
の
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

が
あ
っ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
医
療
過
誤
と
人
権
〜
患

者
の
人
権
と
医
師
の
人
権

〜
」
で
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

今
後
も
継
続
さ
れ
る
。
ま
た

二
〇
〇
八
年
度
保
団
連
医
療

研
究
集
会
の
参
加
報
告
が
あ

っ
た
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら

は
、
二
年
に
一
度
の
冬
の
文

化
企
画
で
あ
る
酒
蔵
見
学
会

で
、
小
堀
酒
造
見
学
と
和
田

屋
で
の
会
食
プ
ラ
ン
が
示
さ

れ
た
。
ま
た
新
年
号
の
編
集

計
画
も
報
告
さ
れ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
総
選
挙

に
向
け
て
各
立
候
補
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を

議
論
し
た
。

【
大
川　

記
】

（1 0月21日・10人出席） 

談論風発談論風発

第13回 理事会点描

▲
3
三
銀
△
同
金
▲
2
一
金

△
同
玉
▲
3
三
桂
不
成
△
2

二
玉
▲
3
二
金
ま
で
7
手
詰
。 

〈
解
説
〉
初
手
▲
3
二
金
は
届

き
ま
せ
ん
。
▲
3
三
銀
と
打

ち
次
の
▲
2
一
金
が
好
手
順
で
、

▲
3
三
桂
不
成
以
下
は
手
順

の
追
詰
で
す
。 

将
棋
解
答 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲 

解 
答 

碁 3
1

2

イ
 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ツ
ケ
が
急
所
の
一
手
。
白
2

に
は
黒
3
で
白
死
で
す
。
黒
1
で
2
の

ツ
ギ
は
白
イ
で
白
生
き
。
白
2
で
3
な

ら
黒
2
の
ツ
ギ
で
、
や
は
り
白
死
で
す
。
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医科・歯科混合診療を考えるシンポジウム 

副会長　平田　米里（野々市町・歯科） 

今後の動向注目される 
混合診療に法的根拠無し 混合診療に法的根拠無し 

十
月
二
十
五
、二
十
六
日
に

開
か
れ
た
保
団
連
歯
科
全
国

交
流
集
会
が
終
了
後
、
同
じ

会
場
で
「
医
科
・
歯
科
混
合

診
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
の
で
出

席
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
四
十
六
協
会
か
ら

百
八
十
六
人
が
参
加
し
た
。

以
下
、
簡
単
に
報
告
し
た

い
。ま

ず
、
医
科
と
歯
科
で
は
、

混
合
診
療
に
関
し
て
の
捉
え
方

や
問
題
意
識
に
差
異
が
あ
る
と

感
じ
た
。
医
科
で
は
切
迫
感
が

な
い
が
、
歯
科
で
は
経
営
に
か

か
わ
る
大
き
な
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。
そ
れ
は
、
参
加
者
に
医

科
関
係
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と

に
も
現
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

医
科
に
お
け
る
「
混
合
診
療

の
解
禁
」
の
反
対
理
由
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
識
者
が
レ
ポ
ー

ト
を
出
し
て
い
る
。
今
回
も
保

団
連
理
事
の
三
浦
清
春
氏
が
、

詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
内
容
を

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
石

川
協
会
の
事
務
局
に
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。

医
科
と
歯
科
の
違
い
で
あ
る

が
・
・
・
、
そ
も
そ
も
医
科
で

は
、
古
い
技
術
に
変
わ
る
新
し

い
技
術
が
次
々
と
登
場
し
、
保

険
に
数
多
く
採
用
さ
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

現
時
点
で
俎
上
（
そ
じ
ょ
う
）

に
載
っ
て
い
る
も
の
は
、
高
度

先
進
医
療
に
関
す
る
技
術
や
新

薬
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。

一
方
、
歯
科
で
は
、
医
科
に

比
べ
る
と
皆
無
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
、
新
規
に
保
険
導
入
さ
れ

た
項
目
が
少
な
い
。
た
と
え
あ

っ
て
も
、
臨
床
上
あ
ま
り
有
効

活
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た

り
、
あ
ま
り
の
低
点
数
ゆ
え

に
、
逆
に
臨
床
応
用
上
、
障
害

に
な
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
新
規
導
入
さ
れ
た
項
目

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
結
果
と

し
て
、
特
に
珍
し
く
も
な
い
治

療
や
検
査
項
目
が
保
険
適
用
さ

れ
ず
に
、
数
多
く
放
置
さ
れ
て

い
る
。
実
際
の
診
療
で
は
、
一

つ
で
も
非
保
険
適
用
項
目
を
採

用
す
る
と
、
初
診
に
遡
っ
て
全

額
患
者
負
担
と
な
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
避
け
な
が
ら
診
療
を
進

め
て
い
る
状
況
と
も
い
え
る
。

審
査
指
導
の
場
で
は
、
非
保
険

適
用
項
目
を
避
け
切
れ
ず
に
使

っ
た
ケ
ー
ス
を
突
か
れ
、
医
療

費
抑
制
の
道
具
と
し
て
も
悪
用

さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。つ

ま
り
、
医
科
と
違
っ
て
、

歯
科
で
は
萎
縮
診
療
へ
意
図
的

に
誘
導
し
よ
う
と
す
る
道
具
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き

な
差
異
と
い
え
る
。

ま
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人

で
あ
る
弁
護
士
の
平
井
哲
史
氏

は
、「
混
合
診
療
に
法
的
根
拠

は
な
い
と
し
た
東
京
地
裁
判

決
」
を
例
に
、
混
合
診
療
の
問

題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
し

か
し
、
司
会
の
保
団
連
副
会
長

の
竹
崎
三
立
氏
の
コ
メ
ン
ト
は

辛
ら
つ
で
、「
裁
判
の
争
点
は

屁
理
屈
論
に
終
始
し
、
医
療
現

場
の
争
点
と
は
あ
ま
り
に
違
い

す
ぎ
る
」
と
一
顧
だ
に
し
な
か

っ
た
（
苦
笑
）。

ま
た
、「
横
浜
地
方
裁
判
所

に
お
け
る
混
合
診
療
を
否
定
し

た
判
決
」
を
担
当
し
た
、
鈴
木

野
枝
弁
護
士
の
発
言
は
重
か
っ

た
。
彼
女
い
わ
く
、「
い
か
に

裁
判
官
が
医
療
に
つ
い
て
無
知

の
ま
ま
判
決
を
下
し
、
そ
の
結

果
が
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
無
頓
着

す
ぎ
る
。
も
っ
と
、
裁
判
官
自

身
を
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
。
白
い
巨
塔
で
も
あ
る

今
年
十
一
月
、
金
沢

で
「
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求

め
る
医
師
・
医
学
者
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

る
。
今
年
で
十
九
回
目

の
「
つ
ど
い
」
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
こ
の
地
に
集
う
多
く
の
医
療

人
、
医
学
生
と
共
に
、
改
め
て
平
和

の
意
味
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

人
類
の
歴
史
は
、
戦
争
の
歴
史
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
文
明
の

出
現
と
共
に
、
い
か
に
多
く
の
戦
い

が
地
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
ろ

う
か
。
そ
の
す
べ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
当
事
者
に
お
い
て
「
正
義
の
戦

い
」
だ
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
医

学
を
含
む
実
践
科
学
も
、
こ
の
戦
争

で
の
有
用
性
の
故
に
、
大
戦
の
た
び

に
莫
大
な
資
金
が
投
入
さ
れ
、
長
足

の
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。
朝
鮮
戦
争

に
お
い
て
傷
病
兵
治
療
の
需
要
性
か

ら
、
抗
生
物
質
が
次
々
と
発
見
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
医
学

は
、
常
に
民
衆
と
共
に
あ
っ
た
訳
で

は
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
医
療
人

と
し
て
一
つ
の
命
の
前
に
常
に
真
摯

に
向
き
合
う
姿
勢
を
失
っ
て
は
な
ら

な
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
端
を
発
し
た

戦
争
は
イ
ラ
ク
に
飛
び
火
し
、
イ
ラ

ク
で
失
わ
れ
た
民
間
人
の
数
は
、
す

で
に
百
万
人
を
越
え
て
い
る
。
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
の
使
用
が
も
た
ら
す
後
世

へ
の
被
害
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
犯
し
た
罪
は
、
も
は
や
明

ら
か
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
亡
く
な
っ
て

い
っ
た
多
く
の
人
た
ち
は
子
ど
も
で

あ
り
、
女
性
だ
っ
た
。
な
ぜ
に
彼
ら

は
、
そ
こ
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。
憎
し
み
の
連
鎖
か
ら

は
、
決
し
て
平
和
は
訪
れ
な
い
。
ア

メ
リ
カ
の
新
し
い
大
統
領
に
は
、
す

べ
て
の
人
類
へ
の
愛
こ
そ
を
出
発
点

と
し
て
欲
し
い
。

今
、
金
沢
の
地
か
ら
、
再
び
世
界

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
。

「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」。
核

兵
器
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
子
力
そ
の

も
の
を
人
類
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

力
を
現
状
に
お
い
て
持
ち
合
わ
せ
て

は
い
な
い
。
そ
の
事
実
は
、
す
で
に

多
く
の
良
心
的
科
学
者
が
指
摘
し
て

い
る
。
六
ヶ
所
村
で
の
再
処
理
工
場

か
ら
、
海
水
に
垂
れ
流
さ
れ
る
放
射

能
。
日
本
の
大
学
・
研
究
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
、
低
レ
ベ
ル
放
射
能
廃
棄

物
。
そ
の
す
べ
て
が
わ
れ
わ
れ
の
存

在
を
脅
か
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
金
沢
か
ら
、

日
本
か
ら
声
を
上
げ
よ
う
。
わ
れ
わ

れ
の
力
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
無
力

で
は
な
い
。
北
陸
か
ら
発
信
す
る

「
Ｉ　

Ｃ
Ａ
Ｎ
」
運
動
。
今
、
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
世
界
の
た
め

に
！

平
和
こ
そ
医
療
の
原
点
 

金
沢
か
ら
声
を
上
げ
よ
う 

金
沢
か
ら
声
を
上
げ
よ
う 

核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
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診療関連のトラブルへの 
対応について 

 ～多くの会員参加を
お待ちしております～

日ごろの疑問の 
解決のために・・・ 

■申し込み 
　１１月１７日までに専用チラシのＦＡＸ申込書、 
　またはお電話でお申し込みください。 

■対　象 
　会員に限らせていただきます。 
　（定員は先着３０人とさせていただきます） 

■ところ 

■と　き 

金沢都ホテル
5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面）

金沢都ホテル
5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面）

２００８年１１月２０日（木）
午後7時半～9時

第4回 

電話：076（222）5373 
FAX：076（231）5156 

「なんでも学術！  
なんでも回答？よろず勉強会」 
「なんでも学術！  
なんでも回答？よろず勉強会」 
「なんでも学術！  
なんでも回答？よろず勉強会」 

ま
い
に
、
裁
判
官
も
社
会
と
無

縁
の
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
自

覚
し
て
欲
し
い
と
、
私
個
人
も

感
じ
た
次
第
で
あ
る
と
。

今
回
、
参
加
者
の
多
く
を
占

め
た
歯
科
医
師
の
関
心
事
は

（
午
前
中
に
は
北
海
道
協
会
か

ら
も
発
言
が
あ
っ
た
が
・
・
・
）、

東
京
代
表
の
フ
ロ
ア
発
言
で
あ

っ
た
。
保
団
連
と
し
て
「
五
十

一
年
通
知
」
を
い
か
に
取
り
扱

う
か
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

北
海
道
協
会
は
、
メ
タ
ル
ボ

ン
ド
は
保
険
に
導
入
す
べ
し
と

兼
ね
て
か
ら
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
東
京
代
表
は
、

そ
の
意
図
は
よ
く
分
か
る
が
、

東
京
で
は
メ
タ
ル
ボ
ン
ド
な
ど

の
自
費
診
療
で
保
険
の
診
療
の

不
足
分
を
補
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
、
そ
う
簡
単
に
は
踏
み
切

れ
な
い
と
の
立
場
に
固
執
し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
来
て

代
表
者
間
で
は
、
意
見
が
合
致

し
て
き
た
よ
う
に
私
に
は
思
え

た
。東

京
代
表
が
言
う
に
は
、

「
二
〇
一
〇
年
の
診
療
報
酬
改

定
ま
で
に
、
厚
生
労
働
省
は
混

合
診
療
に
関
し
て
何
ら
か
の
方

針
を
打
ち
出
す
で
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に

は
、
来
年
の
六
月
ま
で
に
保
団

連
と
し
て
対
抗
策
を
練
る
必
要

が
あ
る
。
最
終
決
定
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
来
年
一
月
の
代
議

員
会
は
医
科
歯
科
分
離
方
式
で

行
い
、
歯
科
は
混
合
診
療
に
特

化
し
て
議
論
検
討
を
す
る
必
要

が
出
て
き
た
」
と
。
ど
ち
ら
が

執
行
部
か
分
か
ら
ぬ
提
案
を
行

っ
た
が
、
参
加
者
一
同
、
賛
成

し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か

っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お

く
。ま

た
、
患
者
か
ら
み
た
混
合

診
療
の
問
題
点
に
関
し
て
、

「
今
後
の
難
病
対
策
勉
強
会
」

実
行
委
員
長
で
も
あ
り
「
全
国

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
」

事
務
局
次
長
の
水
谷
幸
司
氏
の

発
言
も
注
目
を
浴
び
た
。

意
図
的
に
差
額
ベ
ッ
ド
を
置

か
な
い
病
院
も
あ
る
が
、
多
く

は
保
険
が
利
用
で
き
る
ベ
ッ
ド

が
最
初
か
ら
ま
っ
た
く
な
い
か

非
常
に
少
な
い
病
院
が
多
い
。

患
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
差

額
ベ
ッ
ド
し
か
な
い
と
い
う
実

態
は
憂
慮
さ
れ
る
べ
き
で
、
今

後
、
混
合
診
療
が
解
禁
に
な
っ

た
場
合
、
さ
ら
に
こ
の
流
れ
が

加
速
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
。
特
に
、
心
臓
病
の

場
合
は
家
族
共
々
の
長
期
の
入

院
が
一
般
的
で
、
多
額
の
費
用

が
発
生
す
る
。
ま
た
、
病
気
に

な
っ
た
の
は
自
己
責
任
と
す
る

論
調
が
あ
る
が
、
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
・
・
・
な
ど
と
多
く

の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

兵
庫
協
会
の
武
村
副
理
事
長

か
ら
は
、
神
戸
の
「
ス
ー
パ
ー

特
区
」
に
関
す
る
驚
愕
す
べ
き

報
告
が
あ
っ
た
。
内
閣
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
二
十
グ
ル
ー
プ

の
公
募
枠
に
百
五
十
近
い
申
請

が
あ
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

中
に
は
研
究
チ
ー
ム
の
中
心
者

自
ら
が
率
い
る
企
業
を
取
り
込

ん
だ
り
、
治
験
な
し
で
人
体
に

実
施
し
て
も
認
め
ら
れ
る
と
い

う
、
正
に
「
人
体
実
験
」
が
認

め
ら
れ
る
と
か
、
非
常
に
問
題

が
多
い
と
報
告
し
た
。

あ
ま
り
に
多
く
の
議
案
が
報

告
さ
れ
、
頭
の
整
理
が
で
き
な

い
ま
ま
帰
途
に
着
い
た
。
今
後

の
動
向
に
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
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国際協力機構の専門家を招き歯科講演会 

途上国貧困層への保健システムについて学ぶ 

そこから分かる日本の医療 そこから分かる日本の医療 
理事　小島　登（内灘町・歯科） 

十
月
十
九
日
（
日
）
午
前
十

時
か
ら
金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
歯
科
部
主
催
に
よ
る
「
開

発
途
上
国
に
お
け
る
保
健
シ
ス

テ
ム
強
化
支
援
に
つ
い
て　

貧

困
層
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
到
達
す

る
た
め
の
保
健
シ
ス
テ
ム
作
り

と
は
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
た
。

講
師
は
、
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
国
際
医
療
協
力
局
派
遣

協
力
課
専
門
官
の
池
田
憲
昭
氏

で
、
途
上
国
へ
の
支
援
に
関
心

と
熱
意
が
あ
る
歯
科
医
師
、
医

師
、
保
健
医
学
院
生
、
留
学
生

な
ど
三
十
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ

っ
た
。

池
田
氏
は
、
十
二
年
間
の
ア

フ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
開
発
途

上
国
に
お
け
る
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
専
門
家
と
し

て
経
験
し
た
事
例
と
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

ま
ず
、
途
上
国
の
乳
児
死
亡

率
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
保
健
医

療
支
出
な
ど
の
保
健
指
標
や
貧

困
率
と
飢
餓
、
識
字
率
な
ど
の

社
会
経
済
指
標
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
現
状
な
ど
の
写
真
か
ら
、

途
上
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
参
加
者

と
共
有
し
て
、
開
発
の
目
標
や

目
的
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
開
発
の
考
え
方
と
し

て
、
従
来
の
経
済
成
長
を
目
指

す
欧
米
型
の
考
え
方
や
、
途
上

国
の
弱
い
立
場
に
い
る
一
人
ひ

と
り
の
奪
わ
れ
て
い
る
自
由
を

回
復
す
る
過
程
と
す
る
、
ア
マ

ル
テ
イ
ア
・
セ
ン
な
ど
の
ア
ジ

ア
か
ら
の
新
し
い
考
え
方
を
紹

介
し
た
。

氏
の
専
門
で
あ
る
国
際
保
健

支
援
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
背
景
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、
受
け
入
れ
側
の
理
念
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
保
健
現
場
当
事
者
た
ち
の

工
夫
、
改
善
を
う
な
が
す
と
い

う
考
え
方
で
、
保
健
シ
ス
テ
ム

強
化
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
き
た
か
を
具
体
的
に
説
明
さ

れ
た
。

ま
た
、
開
発
援
助
が
都
市
部

や
富
裕
層
に
集
中
し
、
格
差
が

よ
り
助
長
さ
れ
た
り
す
る
現
実

を
示
し
、
支
援
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
支
援
す
る
側
が
去
っ
た
後

に
何
も
残
ら
な
い
な
ど
の
問
題

点
も
指
摘
し
た
。

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
予

定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
議
論

に
な
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

方
に
参
考
と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
講
演
会
は
こ

れ
ま
で
無
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ

り
、
新
た
な
角
度
か
ら
医
療
を

見
つ
め
直
す

良
い
機
会
に

な
り
、
災
害

対
策
や
新
型

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
対

応
、

そ

し

て
、
日
本
国

の
こ
れ
か
ら

の
医
療
保
険

制
度
を
考
え

て
い
く
上
で

も
、
非
常
に

有
意
義
な
時

間
で
あ
っ

た
。

社会保障費の自然増を毎年 2,200 億円削減するなど、国の社会保

障費抑制政策に対して「撤回」を求める意見書が、これまでに保団

連事務局で集約しているだけでも４つの県議会にのぼっています。

富山県保険医協会が請願していた意見書を６月 27 日には富山県

議会が全会一致で採択、続いて９月 29 日に長野県議会が「社会保

障費を毎年 2,200 億円抑制する方針の撤回を求める意見書」を採択、

10 月 10 日に岩手県議会が「社会保障費の自然増を毎年 2,200 億円

抑制する方針の撤回を求める意見書」を採択しました。いずれも保

険医協会が同趣旨の請願を議会に提出し、議会が意見書として発議

したものです。

続いて、10 月 17 日には石川県議会が全会一致で「国民が安心し

て暮らせる社会保障制度の構築に関する意見書」を採択しました。

同意見書では「2,200 億円削減撤回」の文言は盛り込まれていませ

んが、「2,200 億円の削減」が「国民の負担増と医療の質の低下を招

く」とし、その上で「社会保障費のマイナスシーリングを直ちに取

りやめ、安定的な社会保障財源の確保を図る」としており、内容上

は「2,200 億円削減撤回」と同趣旨の意見書となっています。また、

「後期高齢者医療制度では、制度内容の十分な説明がなされなかっ

たことに加え、高齢者に高負担を強いるなど、ゆとりある心温まる

医療の崩壊が現実のものとなってきている」としており、後期高齢

者医療制度の見直しを求める意見書にもなっています。

一連の意見書採択では、保険医協会などによる同趣旨の請願が超

党派で受け入れられ、いずれの県議会でも自民党と共産党の議員が

請願紹介議員または共同提案者に名前を連ねていることが大きな特

徴となっています。

（保団連医療運動推進ニュース第 554 号より転載）

社会保障費の抑制撤回の県議会決議 
富山、長野、岩手に続いて全国4番目 
社会保障費の抑制撤回の県議会決議 
富山、長野、岩手に続いて全国4番目 

医療法人社団越野病院が一般病棟及び療養病棟入院基本料の届出に関する

実地調査を契機として監査が行われた結果、虚偽の届出、不正請求が明らか

となり、11月1日付で保険医療機関指定が取り消しされた。

この度の監査事件に対する当会会長談話を発表したので、本紙に掲載する。

越野病院の保険医療機関指定の取り消しについて（会長談話）

石川社会保険事務局は 9月 26 日に開かれた石川地方社会保険医療協議会の答

申にもとづき、金沢市森山 1丁目の医療法人社団越野病院（開設者：越野慶隆

理事長、病床数：79 床）の保険医療機関指定を取り消す行政処分を発表した。

同事務局によると、監査が行われた経緯は次の通りである。

平成 19 年 2 月 28 日に実施した施設基準実地調査において、入院基本料等に

係る届出書と病棟勤務の看護職員名簿や勤務実績に整合性がなかったため、平

成 19 年 4 月 26 日から平成 20 年 6 月 13 日にかけて監査が行われた。この結果、

越野病院は平成 16 年 4 月から病棟勤務の看護要員数が不足しているにもかかわ

らず、一般病棟入院基本料、同看護補助加算、同看護配置加算等を減額せずに

不正に請求していたことが明らかになった。

同病院の保険医療機関の取消年月日は 11 月 1 日付であり、開設者は原則 5年

間保険医療機関の指定を受けることはできない。しかも監査で判明した不正請

求額（8,733,984 円）だけではなく、看護要員不足となった日に遡って届出が無

効となり、これまで算定した診療報酬の 100 分の 140 での返還が命じられる。

「届出医療」は、施設基準や人員基準等細かな要件が求められている。1994

年改定により「届出医療」は従来の承認制から届出制に移行され、要件に合致

しない届出や運用があった場合には、医療機関側が責任を負うことになってお

り、細心の注意が必要である。

新聞報道によれば、越野病院では届出医療に対する日常的な管理業務を前院

長や事務長に委ねていたとされているが、そのことにより、免罪されるもので

はなく、開設者の管理責任が厳しく問われた結果、保険医療機関指定の取り消

しとなったものである。

石川県保険医協会が会員へのメッセージとして常々言っていることだが、保

険診療や請求事務のルールは「知らなかった」で済まされる問題ではない。今

回の保険医療機関指定取り消しは、保険医としての社会的責任を果たすために

も「届出医療」に対する日常の管理業務を遵守する必要があることを如実に物

語るものである。会員各位には、今回の指定取り消し事案を他山の石として、

今一度、保険診療がいかなるものであるかを再確認し、ルールに則った診療を

していただきたいと切に願うものである。

2008 年 10 月 21 日

石川県保険医協会

会長　西田　直巳

（付記）
全国保険医団体連合会では施設基準や人員基準等、細かな要件が求められる

「届出医療」について、医療機関での対応（基準の届出、整備・管理・運営等）

のポイントを解説した『届出医療の活用と留意点（2008 年～ 2009 年度版）』を

発刊した。この機会にぜひご活用いただきたい。【11面に関連記事】

越野病院の保険医療機関指定の 
取り消しについて 

越野病院の保険医療機関指定の 
取り消しについて 
会長談話を発表 

【池田憲昭氏の略歴】
●主たる専門分野
国際保健－保健システム・
病院管理

●副専門分野
口腔癌予防、疫学、口腔外
科学

●学位・資格・所属学会・免
許・賞歴等（主歴のみ掲載）

○ 1984 年 9月
歯学博士（愛知学院大学）

○ 1986 年 9月
日本口腔外科学会認定医

○ 1995 年 10 月
日本口腔外科学会指導医

○ 1996 年 11 月
臨床修練指導歯科医

○ 2004 年 3月
マダガスカル国家勲章

講師の池田憲昭氏
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・ 一人の患者に数10分以上かかることも多々あり、外来管理加算の時間要件

（５分以上）は理解に苦しみます。

・ 適切な管理は、時間で測れるものではない。食べ物の味と同じで、一瞬にし

て目的を果たすことは、しばしばであります。

・ 200億円の医療費削減見込みが、実際には一千億円の削減になっている。い

いかげんなデータでの診療報酬を改定したことを真摯に反省して欲しい。

・ 国民の生命を守るために、安心した医療が患者（国民）と医療関係者が共有

できるよう改善を求めます。

・ 待ち時間が増え、患者さんからの不満があり。

・ 時間の感覚が患者さんと違うことも考えられ、大変時間に気を使う。中身の

方が大切。

・ １人の患者を診察するときは、長時間かかるときもあるし、短時間で済むと

きもある。時間で診察を判断するのは難しいと思う。

・ 今回の改定で、診療所の経営は行き詰まっている。人員削減をしても追っつ

かない状態だ。

・ 実際に診察をしたことのない人が、点数削減のため拙速に作った制度と思い

ます。廃止すべきです。

・ このような時間要件は、医療をよくするどころか、荒廃させるものである。

・ 直ちに、撤廃すべき。これまでの診療報酬改定内容で、最もバカげた要件。

・ 自分の患者に対しては、24時間責任があります。診察時間の長さの問題では

ありません。

・ 今回の診療報酬改定は、医療機関の経営に大変な厳しさをもたらしていま

す。これでは医療を継続していくことはできません。

・ 初診時に十分な診察を行えば、再診時にはむしろ診察時間は短くなります。

何をもって丁寧というのか理解できません。

・ 丁寧な診療と時間は、患者さんによって異なる。

・ 国の医療費抑制策を中止すること。

・ 外来診察時間については、３分の患者もいれば、30分の患者もいるはずであ

り、「概ね５分を超えて」といった時間の根拠があいまいである。このこと

が本来時間を要する患者の診察時間を奪い、不必要な患者の待ち時間を延ば

しており、医療の現場を知らない発想である。限られた時間内で、効率良く

患者を診療するためには、極めて不合理な改定と言わざるを得ない。

・ 減収、経営悪化。ぜひとも時間要件の撤廃を！

・ 無診療の薬のみの患者様が増えそうです。経営を圧迫しています。

・ 「５分間」の一言が、現場を混乱させていることを理解して欲しい。予算が

欲しければ、何％削減でよいのでは？

・ 国民の目線に立って、このような、現場からかけ離れた考えに基づいた制度

は、直ちに撤廃して下さい。

・ 医療への意欲をそぐような施策ばかりで、現場はますます疲弊しています。

・ 一律に５分というのはおかしい。初診時ならともかく、再診のたびに、必ず

しもそんなに時間がかからないことも多い。内容によって決まることで、診

療時間でしばるなんて本末転倒である。

・ 田舎の開業医の診療は、時間とは無関係の対話で目的を達する面もあること

を認めて欲しい。

・ 長い間、医師や医療施設を悪者扱いし、現在の医療崩壊をもたらした責任者

を明確にし、そのツケを医療現場にかぶせることは絶対に許せない。

・ 時間の長短より、中味こそ重視すべきと考えますがどうでしょうか。

・ 「丁寧な診察が５分という根拠がまったくなく、丁寧な診察と必要十分な診

察の違いを考慮していない」・・・まったくそのとおりです。

・ “内科”診療（内科専門医）には、プライドを持って行っています。草刈場

にならぬよう、専門医の評価を正しくしてもらえるシステムに !!

・ 主治医の顔を見るだけで、満足されている患者さんもいます。こんなバカげ

た制度は撤廃して欲しい。

・ ５分間の診察時間の根拠が不明確。

・ これが日本の中枢で決められたことかと思うと、情けなくなります。あきれ

て物が言えません。

・ 中医協で審議されている方々は、医者憎しの審議でなく、正義心をもって、

責任のある審議をしていただきたい。来年度に向けて検討・・・などと他人

事とせず、われわれの生活のことも考えて欲しい。

・ 診療が非常にやりにくく、非能率的です。

・ 医療の内容を時間で判断するのは納得がいきません。

・ 時計が気になり診療に集中できない。

・ 時間（４分～６分）、ムンテラ（総括・他の質問の有無他）が、果たして加

算の要件を満たしているのかいないのか。いないのに算定したり、このあた

りで迷いが毎日の一人一人の患者さ

んへの診療に大きな影響がある。精

神的に疲れ果てる。

・ 的確な診断をするのに、15分以上時

間のかかる患者もいます。５分ルー

ルのために、そういう患者さんをき

ちんと診断ができなくなりました。

・ ３～４分くらいでも、密度の濃い管

理内容のお話は、あり得ます。

・ 医師の技術料は、給与にたとえれば

基本給に相当するものと考えます。

医師の技術料を下げるのであれば、

これを主導している方々の給与も減

らすべきです。これはわれわれの給

与に係る賃金闘争と位置付けるべき

です。

『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付して
いますが、紛失した場合や追加が必要な場合は、保険
医協会までご請求下さい。

F A X  ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返
戻や査定があった場合に会員医療機関か
らお知らせいただき、保険医協会が『石川
保険医新聞』を通してコメントを掲載して
います。 
会員医療機関におかれましては、不当

あるいは納得できない返戻・査定の情報
を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。 
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冒
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。
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岐
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個
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掘
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こ
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が
、
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は
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に
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べ

き
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が
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こ
と

の
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療
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事
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ら
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。
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石川県保険医協会では、中医協委員あての「外来管理加算への時間要件の撤廃を求める要請書」を呼びかけたところ、医科会員135人か

ら署名協力がありました。

当会では10月 22日、会員連名の要請書として遠藤久夫中医協会長はじめ、舛添要一厚生労働大臣、佐藤敏信厚労省医療課長に送付し、

時間要件の早期撤廃を要請しました。

以下に、会員から寄せられた「私のひと言」を紹介します。

「外来管理加算への時間要件の撤廃を求める要請書」に記載された 「外来管理加算への時間要件の撤廃を求める要請書」に記載された 私 の ひ と 言 
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保団連第23回医療研究集会 保団連第23回医療研究集会 
メインテーマ 生命（いのち）－その重さと尊さ  生命（いのち）－その喜びと希望 

講演会、分科会、シンポジウムに全国から914人が参加 

10月11日・12日 

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
十
月
十
一
日
、
十
二
日
の
両

日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十
三
回
医
療
研
究

集
会
を
開
催
し
た
。
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講
演
会
、
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
企
画
に
、
全

国
各
地
か
ら
医
師
、
歯
科
医
師
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
一
般

市
民
、
事
務
局
な
ど
九
百
十
四
人
、
石
川
協
会
か
ら
は
平
田

米
里
副
会
長
、
大
川
義
弘
理
事
、
横
山
隆
会
員
、
小
野
栄
子

事
務
局
員
が
参
加
し
た
。

以
下
に
参
加
報
告
を
掲
載
す
る
。

研
究
の
困
難
に
挑
む 
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米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
歯
周
病
と
糖
尿
病
」 

サ
テ
ラ
イ
ト
企
画 

十
月
十
二
日
（
日
）、
仙
台

国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
朝
七

時
半
〜
八
時
半
の
一
時
間
、
青

森
県
保
険
医
協
会
主
催
に
よ
る

医
療
研
究
集
会
の
サ
テ
ラ
イ
ト

企
画
と
し
て
、「
歯
周
病
と
糖

尿
病
」
を
テ
ー
マ
に
早
朝
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
出
席
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

大
竹
進
医
師
で
あ
る
。

密
か
に
注
目
を
浴
び
て
い
た

研
究
の
「
途
中
経
過
」
な
ら
び

に
「
現
状
分
析
・
今
後
の
検
討

課
題
」
な
ど
に
関
す
る
報
告
が

行
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、
早
朝
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
か
ら
研

究
活
動
に
熱
心
な
医
師
・
歯
科

医
師
が
大
勢
参
加
し
た
。
そ
の

概
要
を
報
告
す
る
。

二
〇
〇
八
年
七
月
よ
り
開
始

し
たP

erio-M
etabo A

om
ori 

Study

の
目
的
は
、
糖
尿
病
と

歯
周
病
の
治
療
を
同
時
に
行
う

こ
と
で
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
あ
り
、
同
時
に
全
国

的
な
十
万
人
規
模
の
疫
学
調
査

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

現
状
は
、
前
途
多
難
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
。

青
森
協
会
の
八
木
橋
歯
科
医
師

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
医
科
サ
イ

ド
の
調
査
項
目
が
多
い
た
め
か
、

内
科
医
の
協
力
を
得
る
こ
と
が

難
し
く
、
対
象
者
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
ま
た
調
査
内
容
や

治
療
に
保
険
の
適
用
が
な
い
も

の
が
あ
り
、
大
切
な
項
目
で
は

あ
る
が
採
用
し
づ
ら
い
も
の
が

あ
る
こ
と
も
、
困
難
の
一
因
か

も
し
れ
な
い
と
も
報
告
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
八
木

橋
先
生
の
ほ
か
に
三
人
の
先
生

が
発
表
さ
れ
た
。

川
崎
市
立
多
摩
病
院
の
亀
谷

学
氏
は
、
歯
科
医
師
向
け
に
糖

尿
病
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

日
本
人
は
農
耕
民
族
で
あ
る

た
め
、
基
礎
代
謝
的
に
飢
餓
に

強
く
変
異
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
分

泌
能
が
低
い
た
め
、
少
し
の
カ

ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
で
糖
尿
病
に
な

り
や
す
い
遺
伝
的
性
質
を
持
っ

て
い
る
。
最
近
の
食
環
境
の
変

化
に
よ
り
糖
尿
病
が
増
加
し
て

い
る
の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
糖
尿
病
に
歯
周
病
が
高

頻
度
に
合
併
し
て
い
る
な
ど
の

過
去
の
知
見
の
ほ
か
、
新
た

に
、
肥
満
で
増
加
す
る
ア
デ
ィ

ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
は
歯
周
炎
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
サ
イ

ト
カ
イ
ン
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
を
悪
く
す
る
が
、
歯
周
病
の

治
療
に
よ
り
サ
イ
ト
カ
イ
ン
は

減
少
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

は
改
善
さ
れ
る
。
ま
た
動
脈
硬

化
の
進
行
にS

u
b
clin
ica
l 

In
fla
m
m
a
tio
n

が
関
与
し
、

高
感
度
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
な
ど
を
解
説
さ
れ
た
。

日
本
大
学
歯
学
部
の
菅
野
直

之
氏
は
医
師
向
け
に
歯
周
病
の

解
説
を
さ
れ
た
。

歯
周
病
と
全
身
疾
患
に
関
す

る
領
域
は
最
近
脚
光
を
浴
び
て

き
た
が
、
今
で
は
ペ
リ
オ
ド
ン

タ
ル
メ
デ
ィ
シ
ン
と
し
て
確
立

さ
れ
た
分
野
と
な
っ
た
。
最
近

で
は
国
家
試
験
に
出
題
さ
れ
る

く
ら
い
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル

に
あ
る
。

歯
周
病
の
原
因
は
プ
ラ
ー
ク

で
あ
り
、
予
防
・
治
療
が
重
要

で
あ
る
。
う
ま
く
対
処
で
き
れ

ば
、
全
身
疾
患
の
予
防
に
も
な

る
と
結
論
づ
け
た
。

弘
前
大
学
医
学
部
の
対
馬
栄

輝
氏
は
青
森
の
研
究
方
法
を
具

体
的
題
材
に
し
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ

（R
an
d
om
ized

 C
on
trolled

 

T
raial

）
を
念
頭
に
解
説
批
評

さ
れ
た
。
基
本
的
考
え
方
は
、

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（Patients Exposure 

Com
parison O

utocom
e

）
に
よ
る

定
式
化
。
た
だ
し
、
こ
の
研
究

で
は
、
ラ
ン
ダ
ム
化
は
困
難
。

母
集
団
と
標
本
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

吟
味
し
、
そ
れ
を
研
究
の
限
界

点
と
し
て
理
解
し
て
評
価
す
べ

き
。研

究
に
あ
た
り
、
初
め
か
ら

症
例
数
が
少
な
い
と
予
測
さ
れ

る
と
き
は
、
層
別
無
作
為
化
を

採
用
す
る
方
向
で
進
め
る
ほ
う

が
良
い
。
群
の
分
け
方
に
関
し

て
は
、
特
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

は
な
か
っ
た
。

治
療
の
標
準
化
に
配
慮
す
べ

き
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
解
析

は
、
多
変
量
解
析
と
の
指
摘
も

当
然
と
思
え
た
。

最
後
に
、
信
頼
度
が
高
い
と

さ
れ
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
は
困
難
で
、

C
ontroled C

linical T
rial

と

な
る
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ

な
い
と
、
主
催
者
に
や
や
遠
慮

が
ち
に
お
話
さ
れ
た
こ
と
が
、

印
象
に
強
く
残
っ
た
。

こ
の
タ
イ
プ
の
研
究
の
困
難

さ
を
改
め
て
感
じ
た
が
、
同
時

に
、
そ
の
困
難
に
挑
む
青
森
協

会
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
気
持

ち
を
強
く
抱
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
あ
っ
た
。

初
日
の
記
念
講
演
で
講
師
に

迎
え
た
の
は
、
朝
日
新
聞
記
者

の
伊
藤
千
尋
氏
。「
人
が
活
き

活
き
と
生
き
る
社
会̶

特
派
員

が
見
た
世
界
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
、
中
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

人
は
誰
で
も 

 

愛
さ
れ
る
権
利
が
あ
る 

事
務
局
　
小
野
　
栄
子 

人
が
活
き
活
き
と
生
き
る
社
会
｜
特
派
員
が
見
た
世
界
か
ら 
記 

念 

講 

演 

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
特
派
員
と
し

て
目
に
し
て
き
た
激
動
の
三
十

年
を
語
っ
た
。

伊
藤
氏
が
目
に
し
て
来
た
世

界
は
、
時
に
残
酷
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
は
自

ら
の
信
念
に
基
づ
き
活
き
活
き

と
し
て
い
た
。
日
本
が
目
指
す

べ
き
社
会
と
は
、
一
体
ど
ん
な

社
会
な
の
か
。
以
下
に
伊
藤
氏

の
講
演
要
旨
を
紹
介
す
る
。

世
界
に
は
、
平
和
憲
法
を
持

つ
国
は
二
カ
国
し
か
な
い
。
日

本
と
コ
ス
タ
リ
カ
。
し
か
し
、

コ
ス
タ
リ
カ
は
日
本
と
は
異
な

り
、
本
当
に
軍
隊
が
な
い
。
コ

ス
タ
リ
カ
を
取
材
中
、
通
り
す

が
り
の
女
子
高
生
に
声
を
か
け

た
。「

あ
な
た
の
国
に
は
平
和
憲

法
が
あ
る
け
ど
、
も
し
侵
略
さ

れ
た
ら
ど
う
す
る
？
」。

す
る
と
彼
女
は
答
え
た
。

「
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
世
界
の

平
和
の
た
め
に
努
力
し
て
き

た
。
そ
の
国
を
侵
略
す
る
国
が

あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
国
を

誇
り
に
思
っ
て
い
る
」
と
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
コ
ス
タ

リ
カ
で
は
八
歳
の
少
年
が
憲
法

違
反
で
国
を
訴
え
、
勝
訴
し
た

記
録
が
あ
る
。
放
課
後
、
校
庭

で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
そ
の

少
年
が
、
夢
中
に
な
っ
て
ボ
ー

ル
を
蹴
っ
て
い
る
う
ち
に
、
柵

の
無
い
ど
ぶ
川
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
。
少
年
は
、
川
に
柵
を
作

る
べ
き
だ
と
し
て
憲
法
違
反
の

訴
訟
を
起
こ
し
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
少
年
は
、

な
ぜ
憲
法
違
反
で

国
を
訴
え
よ
う
な

ん
て
思
っ
た
の

か
、
一
体
ど
う
や

っ
て
訴
え
た
の

か
。コ

ス
タ
リ
カ
で

は
、
小
学
校
に
入
っ
て
最
初
に

習
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
人
は
だ
れ
も
愛
さ
れ
る
権
利

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
も
し

愛
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
た

ら
、
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

教
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
国
に

不
満
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

憲
法
裁
判
所
に
電
話
一
本
か
け

れ
ば
い
い
。
す
る
と
職
員
が
話

を
聞
く
た
め
に
、
本
人
の
と
こ

ろ
へ
や
っ
て
く
る
。
記
録
用
に

一
応
の
書
類
は
必
要
だ
が
、
難

し
い
訴
状
な
ん
て
い
ら
な
い
。

本
人
の
名
前
、
連
絡
先
、
不
満

を
書
い
て
出
せ
ば
い
い
。
ビ
ー

ル
瓶
の
ラ
ベ
ル
の
裏
に
書
い
て

出
し
た
例
す
ら
あ
る
。
こ
れ
な

ら
小
学
生
で
も
違
憲
訴
訟
を
起

こ
せ
る
。

そ
こ
で
気
づ
く
の
は
、
日
本

と
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
、
決
定
的

に
社
会
の
在
り
方
が
異
な
る
と

い
う
こ
と
。
日
本
で
は
違
憲
訴

訟
を
起
こ
す
に
は
金
が
か
か
る

し
、
知
識
も
必
要
。
人
を
法
律

か
ら
遠
ざ
け
、
訴
訟
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

い
る
。

一
方
、
コ
ス
タ
リ
カ
は
憲
法

違
反
の
訴
訟
を
ど
ん
ど
ん
起
こ

す
こ
と
が
、
社
会
を
良
く
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
発

想
。
気
づ
い
た
こ
と
を
国
に
知

ら
せ
、
み
ん
な
の
力
で
社
会
を

良
く
す
る
、
こ
れ
こ
そ
が
市
民

社
会
で
あ
る
。

東
欧
革
命
で
チ
ェ
コ
の
革
命

（
七
面
に
つ
づ
く
）

朝７時半から開かれたサテライトシンポジウム

記念講演講師の伊藤千尋氏
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金
が
か
か
る
も
の
、
と
て
も
訴

訟
を
起
こ
そ
う
な
ん
て
気
に
は

な
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
伊
藤
氏
か
ら
コ
ス

タ
リ
カ
の
話
を
聞
き
、
制
度
を

変
え
れ
ば
日
本
だ
っ
て
変
わ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。

今
、
九
条
を
守
る
運
動
、「
反

貧
困
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
動

は
、
全
国
に
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
て
い
る
。
憲
法
を
活
か
す
た

め
、
制
度
を
変
え
る
た
め
に
行

動
を
起
こ
し
て
い
る
人
は
、
す

で
に
日
本
に
も
大
勢
い
た
。
私

も
、
す
ぐ
に
何
か
行
動
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

帰
り
の
満
員
電
車
の
中
、
席

か
ら
あ
ふ
れ
た
七
十
歳
代
の
男

性
に
声
を
か
け
た
。
腰
痛
持
ち

の
私
は
席
を
譲
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
二
人
掛
け
の
椅

子
に
三
人
で
腰
掛
け
た
。
憲
法

と
は
何
の
関
係
も
な
い
の
だ

が
、
と
に
か
く
一
つ
行
動
を
起

こ
せ
た
満
足
感
が
あ
っ
た
。
礼

を
言
っ
た
男
性
の
顔
が
、
輝
い

て
い
た
。

そ
し
て
、
次
の
行
動
が
思
い

立
っ
た
。
今
度
、
三
歳
に
な
る

可
愛
い
姪
に
会
っ
た
ら
、
憲
法

に
つ
い
て
話
し
て
み
よ
う
。

「
あ
な
た
に
は
愛
さ
れ
る
権

利
が
あ
る
。
愛
さ
れ
て
い
な
い

と
思
っ
た
ら
、
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
。

三
歳
に
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
彼
女
に
も
分
か
る
よ

う
に
話
し
て
み
る
つ
も
り
だ
。

医
療
研
究
集
会
に
は
以
前
よ

り
一
度
参
加
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
今
年
は
仙
台
開

催
と
い
う
こ
と
で
参
加
を
決
め

た
。こ

の
研
究
集
会
に
は
、
石
川

か
ら
四
人
が
参
加
し
た
が
、
そ

の
報
告
の
内
、
わ
た
し
の
分
担

は
「
医
科
診
療
の
研
究
と
工
夫

Ｂ
」
で
あ
る
。
全
部
で
十
六
演

題
が
発
表
さ
れ
た
。

保
団
連
医
療
研
究
集
会
で

は
、
ど
う
い
う
演
題
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
二
番
目
の
演
題
が
三

重
協
会
の
寺
本
医
師
の
発
表

で
、
こ
れ
を
聞
い
た
座
長
が

「
保
団
連
ら
し
い
発
表
で
す
ね
」

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト

理
事
　
大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
軟
膏
パ
ッ
チ
で 

仮
性
球
麻
痺
患
者
の
過
度
の 

流
涎
を
減
ら
せ
る 

第
二
分
科
会 

に
考
え
て
み
た
。

演
題
名
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
へ
の
対
処
」
だ

が
、
演
者
自
身
が
該
当
す
る
の

で
、
患
者
と
と
も
に
一
緒
に
食

事
制
限
と
運
動
療
法
を
し
た
顛

末
の
報
告
で
あ
る
。
体
重
が
五

キ
ロ
減
り
、
腹
囲
も
四
セ
ン
チ

減
っ
た
が
、
原
因
不
明
の
肩

痛
、
腰
痛
、
坐
骨
神
経
痛
、
運

動
時
の
ス
タ
ミ
ナ
の
減
少
が
起

き
て
い
る
と
の
報
告
で
あ
っ

た
。
自
ら
が
被
験
者
と
な
っ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
実
践
は
難

し
く
、
か
え
っ
て
ス
タ
ミ
ナ
減

少
や
疼
痛
出
現
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
面
が
出
て
い
る
こ
と
の
報

告
が
じ
わ
っ
と
し
た
お
か
し
さ

を
感
じ
さ
せ
た
。

実
地
医
家
な
ら
で
は
の
視
点

が
あ
る
こ
と
、
そ
こ
は
か
と
な

い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
こ
と
が

「
保
団
連
ら
し
い
」
発
表
の
よ

う
だ
。

目
に
つ
い
た
演
題
を
以
下
に

紹
介
す
る
。

①
神
奈
川
の
平
尾
先
生
の

「
三
千
人
近
い
糖
尿
病
患
者
の

管
理
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
常
勤

医
四
人
を
か
か
え
る
糖
尿
病
に

特
化
し
た
診
療
所
で
、
統
計
学

の
専
門
化
や
看
護
師
、
ト
レ
ー

ナ
ー
な
ど
か
ら
な
る
Ｄ
Ｍ
管
理

室
と
い
う
部
署
を
設
け
て
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
の
報
告
で
あ

っ
た
。
利
益
の
三
分
の
一
は
患

者
さ
ん
に
、
三
分
の
一
は
職
員

に
、
三
分
の
一
は
ス
ト
ッ
ク
に

と
い
う
話
も
出
た
。

②
福
岡
県
の
『
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
作
成
の
あ
ゆ

み
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。

こ
の
本
を
モ
デ
ル
に
、
石
川
で

『
在
宅
ケ
ア
マ
ッ
プ
』
を
作
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
力
を

入
れ
て
聞
い
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
在
宅

側
か
ら
病
院
へ
の
働
き
か
け
が

進
ん
で
い
る
点
は
優
れ
て
い
る

と
思
っ
た
。

③
「
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
物

忘
れ
外
来
」
と
い
う
演
題
で

は
、
物
忘
れ
外
来
は
，
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
患
者
お

よ
び
家
族
と
協
力
し
た
、
医

療
・
福
祉
戦
略
本
部
で
あ
る
と

い
う
位
置
づ
け
が
目
を
引
い

た
。最

後
に
、
わ
た
し
の
発
表
に

つ
い
て
触
れ
る
。

演
題
名
は
「
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン

軟
膏
パ
ッ
チ
で
仮
性
球
麻
痺
患

者
の
過
度
の
流
涎
を
減
ら
せ

る
」
で
あ
る
。
多
発
性
脳
梗
塞

や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
仮
性
球

麻
痺
を
呈
し
、
流
涎
や
咽
頭
へ

の
唾
液
貯
留
が
問
題
に
な
っ
た

六
例
を
対
象
に
、
ス
コ
ポ
ラ
ミ

ン
軟
膏
パ
ッ
チ
を
側
頚
部
に
貼

り
効
果
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
①
流
涎
が
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
問
題
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ

る
こ
と
②
同
じ
仮
性
球
麻
痺
で

も
胃
瘻
な
ど
を
つ
く
る
ほ
ど
で

は
な
く
、
移
動
も
車
椅
子
レ
ベ

ル
の
人
の
流
涎
に
効
果
が
あ
る

こ
と
③
胃
瘻
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
方
で
は
、
唾
液
貯
留
は
減

る
も
の
の
、
痰
の
粘
稠
化
な
ど

の
有
害
事
象
が
あ
り
、
継
続
使

用
し
て
い
な
い
の
三
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
し
て
報
告
し

た
。
会
場
で
は
、
質
問
が
た
く

さ
ん
出
た
。

横
山
　
隆（
金
沢
市
・
外
科
） 

医
学
教
育
に
お
け
る
医
療
倫
理 

｜
十
五
年
戦
争
中
の
医
学
犯
罪
に
関
す
る 

研
修
医
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
｜
 

第
五
分
科
会 

私
は
、
医
療
倫
理
に
関
す
る

研
修
医
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま

と
め
、
発
表
し
た
。
二
〇
〇
四

年
の
新
臨
床
研
修
制
度
の
発
足

以
来
、
当
院
で
受
け
入
れ
た
初

期
研
修
、
後
期
研
修
医
一
六
人

中
十
五
人
の
回
答
を
得
た
。
設

問
は
、
医
学
部
在
学
中
の
医
療

倫
理
教
育
と
十
五
年
戦
争
中
の

医
学
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。結

果
は
、
一
人
を
除
い
て
、

十
四
人
の
研
修
医
が
医
学
部
で

医
学
倫
理
の
教
育
を
受
け
て
い

た
。し

か
し
、
そ
の
内
容
は
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、

臓
器
移
植
、
脳
死
な
ど
に
偏
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
研
修
医
は
ヘ
ル
シ
ン

キ
宣
言
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

お
り
、
こ
の
う
ち
過
半
数
が
そ

の
内
容
も
理
解
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ナ
チ
ス
の
戦
争
犯

罪
を
裁
く
際
に
原
理
と
し
た
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
コ
ー
ド
や
、
た

と
え
、
上
官
の
命
令
で
も
、
明

ら
か
に
道
徳
的
規
範
に
反
す
る

こ
と
を
行
っ
た
も
の
は
そ
の
罪

を
免
れ
な
い
と
い
う
、
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
原
則
第
四
項
に
関
し

て
は
、
三
分
の
一
の
研
修
医
が

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の

内
容
を
理
解
し
て
い
た
の

は
、
一
人
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
院
内
で
行
っ
て
き

た
、
十
五
年
戦
争
中
の
医
学
犯

罪
（
七
三
一
部
隊
な
ど
）
に
関

す
る
学
習
会
の
意
見
で
は
、
四

人
の
研
修
医
が
日
本
の
医
学
会

は
謝
罪
す
べ
き
と
い
う
意
見
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う

い
っ
た
犯
罪
も
医
学
の
進
歩
に

役
立
つ
と
い
う
意
見
、
そ
の
場

に
い
た
ら
手
を
貸
し
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
意
見
も
多

か
っ
た
。

今
後
、
医
学
教
育
の
現
場
で

も
、
戦
争
中
の
医
学
犯
罪
に
関

す
る
倫
理
教
育
を
し
て
い
く
べ

き
と
思
わ
れ
る
。

参
考
論
文
と
し
て
は
、『
大

阪
保
険
医
雑
誌
』
二
〇
〇
七

年
八
・
九
月
合
併
号
の｢

医
学

教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果｣

を
参
考
と
し
た
。
こ

の
論
文
に
よ
る
と
、
日
本
の

医
学
校
で
医
師
の
戦
争
犯
罪

に
つ
い
て
教
育
し
て
い
る
と

回
答
の
あ
っ
た
四
十
三
校
の

二
一
％
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で

は
ナ
チ
ス
の
医
学
犯
罪
の
教

育
は
九
二
％
で
行
わ
れ
て
い

た
。
発
表
に
対
す
る
質
問
は
特

に
無
か
っ
た
。

保
団
連
会
長
の
住
江
憲
勇
氏

が
二
〇
〇
七
年
医
学
会
総
会
に

お
い
て
、｢

戦
争
と
医
学
展｣

実
行
委
員
会
が
十
五
年
戦
争
中

の
医
学
犯
罪
に
関
し
、
日
本
医

学
会
と
し
て
謝
罪
す
る
よ
う
に

求
め
た
が
実
現
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
次
回
の
医
学
会
総
会
は

東
大
が
主
催
し
て
行
わ
れ
る
の

で
、
今
か
ら
申
し
入
れ
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
追
加
発
言
さ
れ

た
。午

後
は
、
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
私
は
「
戦

争
と
医
療
｜
東
北
の
視
点
か

ら
」
の
分
科
会
に
出
席
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
二
年
前
、
訪

中
調
査
に
一
緒
に
行
っ
た
元
東

北
大
学
教
授
の
刈
田
啓
史
郎

氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
村
口
至

氏
、
一
戸
富
士
夫
氏
、
末
永
恵

子
氏
。

村
口
氏
は
、
戦
前
の
農
業
協

同
組
合
を
主
体
と
し
た
保
険
制

度
、
東
北
の
貧
困
か
ら
く
る
侵

略
政
策
へ
の
加
担
な
ど
を
話
さ

れ
た
。

一
戸
氏
は
、
東
北
大
学
医
学

部
が
積
極
的
に
戦
争
に
荷
担
し

て
い
っ
た
歴
史
を
教
授
会
記
録

な
ど
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
ま

た
、
医
専
お
よ
び
医
学
部
の
戦

死
者
の
概
要
な
ど
を
話
さ
れ

た
。末

永
氏
は
戦
争
中
に
中
国

で
、
生
体
実
験
を
強
要
さ
れ
た

が
拒
否
し
た
医
学
者
の
い
た
こ

と
を
発
表
さ
れ
た
。

非
常
に
よ
い
内
容
の
集
会
で

あ
っ
た
が
、
全
体
に
参
加
者
が

少
な
く
、
参
加
者
の
平
均
年
齢

も
高
か
っ
た
。
来
年
は
、
保
団

連
が
主
催
し
、
場
所
は
東
京
都

内
で
開
か
れ
る
予
定
と
の
こ

と
。

勝
利
集
会
に
登
場
し
た
、
二
十

年
間
歌
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た

女
性
、
マ
ル
タ
・
ク
ビ
シ
ョ
ア
。

そ
し
て
「
九
・
一
一
」
直
後
の

ア
メ
リ
カ
で
「
対
テ
ロ
戦
争
」

に
、
た
だ
一
人
反
対
し
た
下
院

議
員
、
バ
ー
バ
ラ
・
リ
ー
。
彼

女
た
ち
は
、
逃
げ
ず
に
行
動
す

れ
ば
、
必
ず
社
会
が
変
わ
る
こ

と
を
証
明
し
た
。
社
会
を
良
く

す
る
の
は
神
で
は
な
く
、
わ
れ

わ
れ
自
身
な
の
で
あ
る
。

伊
藤
氏
は
、
市
民
社
会
の
真

髄
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
語

り
、
次
の
言
葉
で
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

「
社
会
を
良
く
す
る
た
め
、

ま
ず
は
行
動
し
よ
う
。
行
動
す

れ
ば
自
分
が
活
き
活
き
と
し
て

き
ま
す
。
自
分
が
活
き
活
き
と

し
て
い
れ
ば
、
周
り
も
活
き
活

き
と
し
て
き
ま
す
。
皆
が
輝
い

て
生
き
て
い
け
る
社
会
を
、
皆

で
作
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
」。

伊
藤
氏
の
講
演
か
ら
勇
気
と

パ
ワ
ー
を
得
た
聴
衆
は
、
伊
藤

氏
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い

た
。私

ご
と
だ
が
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
「
憲
法
」
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
記
憶
に
留
め
た
の
は
、

中
学
生
だ
っ
た
。
中
間
試
験
で
、

前
文
を
訳
も
分
か
ら
ず
詰
め
込

ん
だ
。
高
校
の
「
三
年
生
を
送

る
会
」
で
、
倫
理
の
教
師
が

「
こ
れ
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
欲
し

い
」
と
言
っ
て
、
憲
法
九
条
を

暗
唱
し
た
。
何
だ
か
分
か
ら
な

い
が
、
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
っ
た
。

大
学
生
の
と
き
「
朝
日
訴

訟
」
を
知
り
、
憲
法
は
覚
え
る

も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
使
う

も
の
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
時
も
社
会
に
不
満
は
あ
っ

た
が
、
訴
訟
手
続
は
面
倒
で
お

（
六
面
の
つ
づ
き
）

演題発表する大川義弘理事

演題発表する横山隆会員
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「判決は当然」とする多くの医師の方々、「いまだに（真相究明が）不十分」と主張す

るご遺族、まったく相反する両者の意見を聞いていて、私なりに思ったことを書かせて

いただきます。

～「医療崩壊の結果だから」で納得できるか～

この国の医療崩壊がもたらした結果であると理解できるのは、第三者の立場の方々で

しょう。自分の家族に起きた問題について、「医療崩壊が起きているのだから、仕方が

ない」と言われて、納得できる家族などあるものでしょうか。

私は子どもたちであふれかえる救急外来、そこで疲れきった小児科の医師たちを見る

まで、医療のことにまったく関心がありませんでした。そしてその当時は、医療は絶対

的なもの、と信じて疑いませんでした。

特にお産に関しては、お母さんも赤ちゃんも元気に産まれてきて当たり前と思ってお

りました。医療のことを知るにつれ、自分に大きな勘違い・間違いのあったことに気づ

きました。

どんな病気でも、どんなワクチンでも、一定の割合で悲しいことは起きる。そしてそ

れは防ぎようのないことなのだ、と。

私事ですが、私の初めてのお産は大変に軽いものでした。次男の出産の時も、妊娠

中、医師から注意を受けたり、気がかりなことを言われることなどありませんでした。

しかし、私は次男の出産数日前、両親と夫に話をしました。ひょっとしたらお産で、

私もお腹の子も命を失うかも知れないということ、そして万が一そのようなことになっ

てもきちんと対応して欲しいということを話しました。

両親は「今の時代に～、そんなことがあるものか」と笑いました。昔に比べて今は、

確かに危険はずっと少なくなりましたが、それでもやはり出産において、一定の割合で

悲しいことは起きているということを話して、納得してもらいました。自分の中には、

はっきりとした心構えがありました。家族もその時、それなりの心構えができたようで

した。

～「医療は絶対ではない」と理解することで受け止め方も変わる～

まったく危険の可能性も思わず、心構えもないままで、何の心配もなく、100％安心

し切って出産したのに、お母さんあるいはお腹の赤ちゃんの命が失われてしまったとし

たら・・・、何か医療ミスがあったのではないか、と思い込んでも当然だと思います。

しかし、産まれ出る赤ちゃんを死なせたい者がいるでしょうか。その赤ちゃんから母

親を奪いたい医師なんかいるでしょうか・・・。

医療は絶対ではないこと、万全ではないことを理解しているかいないか、ということ

は、とても大きな意味のあることだと思います。

医療者も行政も、また、マスコミも、この『医療の不確実性』をきちんと伝えること

が本当に大切だ、と思うのです。判決後に行われたシンポジウムでも、話題になったよ

うですが、医療を少し知るようになる以前の私自身を含めて、医療が絶対ではないこと

をきちんと理解している非医療者は、あまり多くないと思います。

今後も悲劇を繰り返さないために、取り組むべきことは多々あるとは思いますが、ま

ずは身近な人々に認識を伝えていくことが、本当に重要だと思うのです。

～命を救えなかった理由を知りたい－遺族の自然な感情～

万全を尽くしても手の届かない領域があると理解はしても、それなら医療はどのよう

に手を尽くしてくれたのか、それなのに、なぜ命は失われてしまったのかを知りたい、

追求さえしたいのが残された人たちの自然な感情です。事実の周辺が明確にされてさえ

いれば、不幸に際しても、無駄に医師を責めることも、裁判沙汰にすることも減って行

くと思うのです。

本紙10月号に、読者の方から大変貴重なご意見をいただきました。この問題は
「医師と患者・家族間の齟齬（そご）」ともとらえられており、大変重要な問題と考え
ています。
当協会の意見は、右に掲載させていただきますが、過日、『東京保険医新聞』にも

読者からの投稿が寄せられており、以下、転載させていただきます。
【『東京保険医新聞（9月25日号）』掲載記事・転載】

『東京保険医新聞（9月25日号）』に掲載された 
  同事件に関する読者の意見 

『知ろう ！ 小児医療　守ろう ！ 子ども達』の会　阿真　京子 
患者にも必要な「不確実性」への理解 

大野病院事件判決を受けて 大野病院事件判決を受けて 大野病院事件判決を受けて 市民の立場から 

このたびは、本紙『石川保険医新聞』10 月号に、貴重なご意見

をお寄せいただき誠にありがとうございました。

実は、この問題は私たち医師にとっても切実な問題で、時宜を得

た内容でしたので、本紙 10 月号に掲載させていただきました。

こうした医師と患者間の齟齬は、医師に対する不信感を惹起する

ことが多く、ときには紛争につながる可能性があります。医師が十

分な時間をとり、ゆっくりと誠実に説明することがまず必要だと思

いますが、実は、日本の医療現場は絶対的な医師不足の中で行われ

ています。

現在、日本の医師数は全国で 25 万人ほどいますが、OECD平均

と比べると 12 万人足りません。これは 1980 年代からとられた日本

の医療費抑制政策に伴う医学部入学定員の削減が原因です。また、

一方では医療に対する安全要求の高まりのために、医師の業務内容

が格段と増えたこと、さらには医療訴訟の問題がやはり大きく、病

院勤務医は疲弊しながら医療を行っています。このため、本当は患

者・家族にゆっくりと説明したいと思っても、そうできない現状が

あると思います。もちろん、担当医師に問題があるケースもあるで

しょう。

また、「説明」というのはかなり難しく、たとえば腕からとる採

血ひとつをとっても、「反射性交感神経委縮」という極めて強い疼

痛である後遺症が残ってしまう危険性もまれながら存在します。そ

うならないように医療関係者は、それこそ注意して採血をしている

と思いますが、この問題を採血前にすべての方に伝えるべきかとい

うとはなはだ疑問です。

一方、大野病院事件は、確かに若い妊婦の方が手術台の上で大量

出血にて亡くなるという、一般の方からすると「なぜ」と言いたく

なる出来事かと思います。

この事例にあった「癒着胎盤」というのは、頻度が少なく事前の

予測が困難で、手術中に判明したケースです。術前にはご本人から

「子宮は残して欲しい」と頼まれていたため、担当医はその方向で

努力したのだと思いますし、今回の大量出血はある意味避けられな

かったのではないかと思います。最初から大学病院で手術しておけ

ばよかったのではないかという意見もあるかと思いますが、そうす

ると大学側が集中した大量の患者のために機能しなくなるという事

態は容易に想像できますし、たとえそうしても、助からなかった可

能性もあります。

この医療が発達した現在でさえ、妊婦の周産期死亡は毎年数十人

あります。結果が悪かったのは必ず医師の責任とされると、もう医

療は成り立たないとさえ感じます。

こうした問題を解決するには、医師一人ひとりが誠意をもって説

明することが大切です。投稿者のように改めて説明を求められれ

ば、むろんのことです。そして一般の方には、医療は完全ではない

こと、不確実なものであること、これを知っていただくようお互い

に勉強して努力していくことが大切かと思います。さらに重要なこ

とは、医療者がもっと余裕をもって診療にあたることができるよう

十分な医師数、病院勤務医数を確保することと、さらにはその裏付

けとなる十分な国民医療費を確保するために国に強く働きかけるこ

とです。

当協会は、医師一人ひとりが真摯な対応で病状を説明することを

強く期待すると同時に、国の医療費抑制政策が早急に撤回されるよ

う運動を継続していきたいと思っています。

本紙10月号にご寄稿いただいた 
野々市町在住の30代女性の方へ 

そ　　　　ご 

医療者と患者側の齟齬について 
～当協会のコメント～ 

大野病院事件判決に関する患者さんの声と当協会のコメント 大野病院事件判決に関する患者さんの声と当協会のコメント 大野病院事件判決に関する患者さんの声と当協会のコメント 大野病院事件判決に関する患者さんの声と当協会のコメント 
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核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい in 金沢 第19回 

●参加費
□医師・歯科医師・医学者＝ 5,000 円　□医療関係者＝ 2,000 円　□医学生＝ 1,000 円　　□一般の方＝ 堤未果講演会のみ 500 円　特別講演・市民公開シンポジウムは無料 

参加申し込み・お問い合わせは、核戦争を防止する石川医師の会（石川県保険医協会内）まで TEL：076-222-5373  FAX：076-231-5156

日程：11月22日（土）・23日（日）　会場：石川県立生涯学習センター 

北陸から発信するICAN 
なくしまっし核兵器 
北陸から発信するICAN 
なくしまっし核兵器 

ぜひご参
加 

ください
！ 

●10:00～ 市民公開シンポジウム

11月23日 日 

梅林  宏道（NPO法人ピースデポ特別顧問）
大学教員などを経て1980年よりフリーに。

以後、さまざまな平和、軍縮、人権問題

に取り組む。監修を務めるイアブック『核

軍縮・平和』は各界から高い評価を得

ている。08年6月、情報公開を基礎に平

和と公正を追求する「さい塾」を開設。

著書に『米軍再編─その狙いとは』（岩

波ブックレット）などがある。

鎌仲  ひとみ（映像作家）
大学卒業と同時にドキュメンタリーの現

場へ。主に医療・環境問題をテーマとし

たノンフィクション番組の制作に取り組

んでいる。映画「ヒバクシャ―世界の終

わりに」「六ヶ所村ラプソディー」などは

我々のよく知るところである。共著に『内

部被曝の脅威─原爆から劣化ウラン

弾まで』（ちくま新書）などがある。

金森  俊朗（いしかわ県民教育文化センター所長）
NHK番組「涙と笑いのハッピークラス 

4年1組命の授業」で全国的に有名に

なった金森学級の担任。昨年3月に小

学校教諭を退職した後も、命の大切さ

を一貫して訴え続けている。『子どもの

力は学び合ってこそ育つ─金森学級

38年の教え』（角川書店）など数々の

実践的教育を描いた著書がある。

西本  多美子（石川県原爆被災者友の会事務局長）
4才のとき広島で被爆。自らの体験だけ

でなく、多くの被爆者証言を受け継ぎな

がら、県内に留まらず国内外で講演、被

爆証言を行うなど、被爆の実相を伝える

活動を続ける。核兵器の廃絶と原爆被

災者への国家補償を求めて国に働き

かける一方、県内被爆者の原爆症認

定支援にも力を注ぐ。●17:00～ 全体会 活動交流のため展示コーナーを設けます。 

●13:30～ 市民公開講演 

11月22日 土 

東京都生まれ。国連、アムネスティ・インターナショナルニューヨーク支局員を経

て、米国野村證券に勤務中に9・11に遭遇。現在はニューヨーク東京間を行き

来しながら執筆、講演活動を続ける。著書に『グラウンド・ゼロがくれた希望』（ポ

プラ社） 、『報道が教えてくれないアメリカ弱者革命―なぜあの国にまだ希望が

あるのか』（海鳴社）（2006年日本ジャーナリスト会議黒田清新人賞受賞）、『ル

ポ貧困大国アメリカ』（岩波新書）（第56回日本エッセイスト・クラブ賞受賞）など。

広島県生まれ。精神科、神経内科、リハビリテーション科、一般内科、緩和医療

等に携わりながら、被爆者医療に30年余り取り組んできた。約250人の被爆者

の主治医。これまで兵庫県下1,500人の被爆者と関わってきた。著書に、被爆

者の実相と生き様を描き、原爆症の実体を明らかにして国の認定基準を告発し

た『「原爆症」―罪なき人の灯を継いで』（かもがわ出版）がある。

●15:30～ 特別講演 

「平和な世界をめざして─市民ができること」 
堤  未果（著作家・ジャーナリスト）

「医師として原爆症認定集団訴訟を支援してきて」
郷地  秀夫（核戦争を防止する兵庫県医師の会運営委員）

「核兵器廃絶をめざして─私たちができること」

無　料 

無　料 

参加費500円 

「戦争と核兵器は絶対になくせる！」と思いますか？  
わたしたちはなくせると思います。強い気持ちと正しい情報、そして、ほんの少しのユーモアを持ち合わせていれば。 

Yes, I can!

ICAN：International Campaign To Abolish Nuclear Weapons の略で、ＩＰＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議。1985年にノーベル平和賞受賞）が核兵器を完全に廃絶するために始めた国際キャンペーン

■主催：第19回医師・医学者のつどい市民企画実行委員会 
■後援：石川県医師会、朝日新聞金沢総局、北陸中日新聞、北國新聞社、毎日新聞北陸総局、読売新聞北陸支社、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸放送 

■編集作業が大幅に省力できますので、できましたら、E-mailにてお送りください。 
　もちろん、FAXや郵送でもかまいません。 

石川県保険医協会『石川保険医新聞』編集部

掲載させていただきました場合は、薄謝をお送りいたします。 

★平和・人権・環境 
　教育問題など 
★平和・人権・環境 
　教育問題など 

お問い合わせは
保険医協会事務局の
杉野までお願い
いたします。

　2008年も、残すところあとわずかになりました。保険医協会では、新しい年を迎えるに当たり、
『石川保険医新聞』2009年新年号の編集を始めました。
　取材記事を充実させ、特別企画にも力を入れます。そして何より大切にしたいのが、たくさんの
会員の先生・ご家族をはじめ読者の方々にご登場いただくことです。
　テーマは特集が「蕎麦」。そして「自由」テーマです。ぜひ、皆様の原稿をお寄せください。

●読者投稿のテーマは
　自由です
●字数は800字程度
　（最長1200字）
●原稿締切は12月5日
　正午・必着

『石川保険医新聞』2009年新年号

原稿の送り方………………………………
〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8階） 
TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156 
E-mail ： iskw＿sugino@doc-net.or.jp

「牛」

★旅行記・趣味・ 
　健康法など ★俳句・詩・写真など ★干支『丑』に関して 

「牛」に 
ちなんだ 
ものなら何でも 

うし 

 特集のテーマは 

『蕎麦』 
ぜひ原稿を
お寄せください。
お願いいたします。

 特集のテーマは 

『蕎麦』 
ぜひ原稿を
お寄せください。
お願いいたします。

そ　　　ばそ　　　ば
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ボンヌシャンス（幸せを生む）を理念に 
理事　西川　忠之（能美市・泌尿器科） 

高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 
デイサ花花／ケアホームフレンズ 訪問先 

シリーズ 
（年4回予定） 4

Reporter

今
回
は
加
賀
市
柴
山
町
に
今
年
二
月
に
誕
生
し
た
通
所

介
護
施
設
『
デ
イ
サ
花
花
』
と
知
的
障
害
の
あ
る
人
た
ち

の
た
め
の
共
同
生
活
介
護
施
設
『
ケ
ア
ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ズ
』

の
見
学
会
を
行
っ
た
。

運
営
主
体
で
あ
る
医
療
法
人
社
団
き
だ
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
一
九
九
六
年
能
美
市
に
開
院
し
、
こ
れ
ま
で

通
所
介
護
施
設
『
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
ひ
ま
わ
り
』
と
通
所
リ

ハ
施
設
『
デ
イ
ケ
ア
は
あ
と
ん
』
を
併
設
し
て
い
た
が
、

今
回
柴
山
町
に
新
た
に
二
施
設
を
開
設
し
た
。

夕
刻
の
お
疲
れ
の
時
間
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
木
田
先
生
を
は
じ
め
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
く
だ

さ
り
、
充
実
し
た
見
学
、
取
材
と
な
っ
た
。

【
西
川
】
デ
イ
サ
花
花
の
運
営

理
念
や
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
金
子
】
常
勤
の
作
業
療
法
士
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

も
行
え
る
通
所
介
護
施
設
で
、

「
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
と
楽
し

い
時
間
の
共
有
」
が
運
営
理
念

で
す
。

【
永
井
】
急
性
期
病
院
退
院
後
、

継
続
的
に
理
学
療
法
士
に
よ
る

身
体
機
能
向
上
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
を
行
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
ま
た
、
同
時
に
作
業
療

法
を
意
識
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
取
り
入
れ
、
元
気
な
在
宅

生
活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
西
川
】
介
護
保
険
制
度
の
改

正
を
経
て
、
現
在
ま
で
何
か
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

【
木
田
】
介
護
保
険
発
足
当
時

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
そ
の
も

の
が
目
的
で
し
た
が
、
近
年
は

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
吟

味
し
、
介
護
施
設
を
選
択
す
る

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

【
西
川
】
居
宅
介
護
事
業
所
を

併
設
し
て
い
な
い
が
、
営
業
努

力
は
し
て
い
ま
す
か
？

【
金
子
】
利
用
者
の
満
足
度
を

重
視
す
れ
ば
、
自
然
に
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

居
宅
支
援
事
業
所
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
逆
に
、
地
域
の
居
宅

支
援
事
業
所
と
協
働
す
る
姿
勢

で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
の
み
で
す
。

【
大
川
】
在
宅
医
療
が
減
っ
て

い
る
原
因
と
し
て
、
在
宅
の
介

護
力
の
低
下
と
と
も
に
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で
は
介
護

量
不
足
と
な
り
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
悪

化
と
と
も
に
入
所
系
に
移
り
進

む
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
訪

問
リ
ハ
は
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
？

【
木
田
】
能
美
市
で
は
訪
問
リ

ハ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち

ら
で
は
現
状
は
ま
だ
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
西
川
】
能
美
市
と
こ
ち
ら
の

施
設
の
違
い
は
？

【
石
田
】
こ
ち
ら
で
は
、
能
美

市
の
通
所
介
護
と
通
所
リ
ハ
の

施
設
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
西
川
】
急
患
が
生
じ
た
場
合

の
医
療
連
携
は
？

【
金
子
】
契
約
時
に
記
載
さ
れ

た
主
治
医
に
連
絡
を
と
る
か
、

ケ
ア
マ
ネ
を
通
じ
て
対
応
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

【
大
川
】
高
齢
者
を
扱
う
場
合
、

認
知
症
の
対
応
つ
い
て
は
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
金
子
】
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と

し
た
利
用
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
現
在
は
重
度
認
知
症
の
利

用
希
望
者
は
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
利
用
希
望
が
あ
っ
た
場
合

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
西
川
】
と
こ
ろ
で
、
今
日
は

歯
科
医
の
平
田
先
生
も
同
行
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
通
所
介
護

利
用
者
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
田
】
こ
ち
ら
の
デ
イ
で
は
、

朝
、
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
た

ら
、
ま
ず
、
イ
ソ
ジ
ン
で
う
が

い
を
し
、
昼
食
の
後
に
は
歯
磨

き
を
実
施
し
て
い
る
と
の
お
話

し
で
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み

自
体
に
と
て
も
感
激
し
ま
し

た
。
食
物
残
渣
を
取
り
除
く
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
水
で
う

が
い
を
す
る
だ
け
で
も
か
な
り

有
効
で
す
。
高
齢
者
は
、
薬
の

副
作
用
や
機
能
低
下
に
よ
り
唾

液
の
流
量
が
減
少
し
や
す
い
た

め
、
口
腔
内
が
乾
燥
し
て
い
な

い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

【
江
端
】
な
る
ほ
ど
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
川
】
介
護
現
場
に
お
け
る

医
療
に
つ
い
て
、
保
険
医
協
会

に
何
か
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

【
木
田
】
介
護
施
設
用
の
「
在

宅
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
西
川
】
職
員
の
定
着
率
は
い

か
が
で
す
か
？

【
木
田
】
介
護
報
酬
の
少
な
さ

か
ら
、
有
望
な
人
材

が
ほ
か
の
業
種
に
流

出
し
て
い
き
、
日
本

の
介
護
が
先
細
り
す

る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま

だ
開
設
間
も
な
い
た

め
、
定
着
率
う
ん
ぬ

ん
を
言
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
法
人

の
理
念
を
達
成
す
る

た
め
、
各
事
業
所
を

委
ね
る
管
理
者
や
ス

タ
ッ
フ
が
育
ち
、
良

い
方
向
性
を
確
立
す

る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

【
大
川
】
木
田
理
事
長
の
グ
ル

ー
プ
で
は
、
福
祉
の
第
三
者
評

価
機
関
も
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

【
木
田
】
評
価
に
入
っ
た
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
所
の
運

営
を
傾
聴
し
、
共
に
検
討
す
る

こ
と
で
、
自
ら
の
組
織
運
営
に

関
す
る
見
方
が
身
に
つ
い
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

【
江
端
】
補
足
し
ま
す
と
、
第

三
者
評
価
は
社
会
援
護
局
が
指

導
し
、
児
童
・
障
害
・
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

利
用
者
自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
に
資
す
る
も
の
と
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。
評
価
事
業
は
、
各

介
護
業
者
が
自
己
評
価
を
行
う

過
程
が
大
切
で
あ
り
、
評
価
機

関
が
そ
れ
を
手
伝
い
、
評
価
結

果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

【
西
川
】
今
、
仕
事
へ
の
夢
や

思
い
は
？

【
永
井
】
利
用
者
の
リ
ハ
ビ
リ

レ
ベ
ル
の
向
上
が
得
ら
れ
た
時

に
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。

加賀市柴山町ち91／電話 0761-74-2300 
 
《取材にご協力いただいた施設の方々》（敬称略） 
○木田泰弘・きだ整形外科クリニック院長 

（運営責任者） 
○江端福美・エリアマネジャー 
○金子正之・施設長 
○東藤　歩・介護主任 
○永井　聡・作業療法士 
○石田　愛・生活相談員 
《保険医協会取材者》 
・西川　忠之（能美市・泌尿器科）／まとめ 
・大川　義弘（金沢市・内科） 
・平田　米里（野々市町・歯科） 
・杉野洋一郎（事務局） 
・橋爪真奈美（事務局） 

●通所介護施設「デイサ花花」 
●共同生活介護施設「ケアホームフレンズ」 

【
石
田
】
こ
の
施
設
で
、
よ
う

や
く
福
祉
が
分
か
り
か
け
て
き

ま
し
た
。

【
東
藤
】
人
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
き
た
の
で
す
が
、
現

在
の
施
設
で
も
、
介
護
提
供
を

通
し
て
利
用
者
個
人
の
希
望
が

か
な
え
ら
れ
る
時
は
う
れ
し
い

で
す
。

【
西
川
】
最
後
に
「
ケ
ア
ホ
ー

ム
フ
レ
ン
ズ
」
は
、
ど
う
い
う

入
居
施
設
で
す
か
？

【
江
端
】
知
的
障
害
を
も
つ
人

が
入
居
で
き
る
、
自
立
支
援
法

に
よ
る
共
同
生
活
介
護
施
設
で

す
。
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
日
中
は
通
所
施
設
等
に
通

っ
て
、
夜
間
と
休
日
は
、
ホ
ー

ム
で
暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

居
者
の
親
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
家
庭
的
な
環
境
を
自
分
の

逝
去
後
も
、
そ
の
ま
ま
継
続
で

き
る
よ
う
に
と
の
強
い
願
い
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
願
い
を
か
な
え
る
温
か
な

施
設
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
西
川
】
今
回
は
、
柴
山
潟
を

望
む
眺
望
の
良
い
場
所
で
、
退

院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
請
け
負
う

こ
と
が
可
能
な
通
所
介
護
施
設

と
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を

持
つ
親
の
気
持
ち
に
こ
た
え
る

た
め
の
小
規
模
で
優
し
い
入
居

施
設
を
見
学
で
き
ま
し
た
。

【
見
学
後
記
（
橋
爪
）】

木
田
先
生
に
よ
る
「
ボ
ン
ヌ
シ

ャ
ン
ス
（
し
あ
わ
せ
・
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
）」
の

理
念
の
も
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の

人
た
ち
の
幸
せ
を
願
い
、
多
く

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
運
営
し
て
お
ら
れ
る
様
子

が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
知
的

障
害
を
も
つ
人
た
ち
が
共
同
し

て
生
活
す
る
ホ
ー
ム
や
第
三
者

評
価
機
関
と
し
て
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で

あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
、
ま
さ
に
「
チ

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
場
所
」
で

あ
っ
た
。
職
員
の
み
な
さ
ん
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

取材は夕刻から夜にかけて行われた
施設職員は、左から木田院長、永井作業療法士、
江端エリアマネジャー、金子施設長、東藤介護主任、
石田生活相談員

リハビリの様子

マシンを使ったリハビリについて聞く

取材は暗くなってからも続けられた

白山連峰や柴山潟、片山津温泉を一望できる小高い丘に隣接して立つ通所介護
施設の「デイサ花花」（左）と共同生活介護施設の「ケアホームフレンズ」
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

３５

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

往
診
車
の
こ
と
（
下
）

１３ 

パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の

車
の
ゆ
れ
は
こ
う
い
う
も
の
か

と
、
首
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

何
年
か
前
、
日
曜
に
ど
か
っ

と
雪
が
降
り
、
除
雪
が
後
手
に

回
っ
て
月
曜
か
ら
の
交
通
が
麻

痺
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
宅
に
到
着
す
る
の
が

遅
い
と
き
に
、
患
者
さ
ん
か
ら

「
今
日
は
来
な
い
か
と
思
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
と
、「
雨
が
降
ろ

う
が
槍
が
降
ろ
う
が
台
風
が
来

よ
う
が
、
何
が
あ
っ
て
も
来
ま

す
」
と
、
過
去
常
々
宣
言
し
て

い
た
の
で
、
雪
く
ら
い
は
何
だ

と
訪
問
に
出
か
け
ま
し
た
。

路
地
に
入
る
と
、
個
人
が
除

雪
し
た
部
分
と
圧
雪
状
態
に
な

っ
た
未
除
雪
の
部
分
が
最
大
十

五
セ
ン
チ
〜
二
十
セ
ン
チ
く
ら

い
の
段
差
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
分
布
に
よ
っ
て
往
診

車
が
、
大
き
く
縦
に
揺
れ
た

り
、
横
に
揺
れ
た
り
、
時
に
は

縦
横
揺
れ
に
な
っ
た
り
、
助
手

席
の
看
護
師
さ
ん
の
頭
と
ぶ
つ

か
り
そ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
し

た
。な

ん
と
か
帰
院
し
、
車
を
降

り
る
と
首
に
違
和
感
を
覚
え
ま

し
た
。
前
後
左
右
の
Ｇ
に
頸
部

が
耐
え
て
き
た
証
拠
で
、
パ
リ･

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の
ゆ
れ
も
か

く
あ
り
な
ん
（
経
験
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
）
と
、
同
様
の
症
状

を
呈
し
て
い
た
看
護
師
さ
ん
と

う
な
ず
き
あ
っ
た
の
で
し
た
。

自
然
災
害
で
い
う
と
、
今
年

七
月
二
十
八
日
の
浅
野
川
の
氾

濫
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
も

往
診
が
あ
り
、
浅
野
川
周
囲
の

お
宅
二
件
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。
災
害
復
旧
の
た
め
に
通
行

止
め
が
あ
ち
こ
ち
で
あ
り
、
長

靴
を
履
い
て
途
中
か
ら
徒
歩
で

回
り
ま
し
た
。
往
診
時
は
、
カ

ル
テ
バ
ッ
グ
、
往
診
鞄
、
処
置

用
具
入
り
の
鞄
、
点
滴･

注
射･

薬
用
鞄
の
四
つ
を
持
っ
て
行
く

の
で
す
が
、
こ
の
と
き
ば
か
り

は
二
つ
に
し
て
お
伺
い
し
ま
し

た
。今

後
、
訪
問
が
遅
れ
て
患
者

さ
ん
か
ら
「
来
な
い
か
と
思
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
雨
が

降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
台
風

が
来
よ
う
が
、
大
雪
が
降
ろ
う

が
、
洪
水
に
な
ろ
う
が
、
何
が

あ
っ
て
も
来
ま
す
」（
長
い
！
）

と
言
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
診
察
の
研
修
と
い
う
こ

と
で
、
い
ろ
ん
な
職
種
の
方
を

助
手
席
に
乗
せ
て
訪
問
に
行
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
中
に

あ
る
人
間
カ
ー
ナ
ビ
を
働
か

せ
、
路
地
か
ら
路
地
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
と
、
研
修
の
方
に
道

が
よ
く
分
か
り
ま
す
ね
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
は

冗
談
で
「
医
者
辞
め
て
も
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
に
な
れ
る
ん
だ

よ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
欠
で
の
立
ち
往
生
に
つ

い
て
は
先
月
号
で
触
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
立
ち
往
生
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
金
沢
市

郊
外
の
農
村
の
部
落
に
あ
る
お

宅
に
、
往
診
に
行
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
と
に
か
く
狭
い
道

で
Ｕ
タ
ー
ン
も
ま
ま
な
ら
な
い

と
こ
ろ
に
草
む
ら
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
幸
い
と
、
そ
こ
で
転

回
し
よ
う
と
草
む
ら
に
分
け
入

っ
た
ら
、
草
む
ら
の
下
が
軟
弱

で
、
車
が
立
ち
往
生
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
か
よ
わ

い
看
護
師
さ
ん
が
押
し
て
も
び

く
と
も
せ
ず
、
自
院
に
電
話
し

て
事
務
の
男
性
二
人
に
来
て
も

ら
い
、
よ
う
や
く
脱
出
で
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
頼
り

な
げ
な
事
務
の
男
性
が
、
た
く

ま
し
く
見
え
ま
し
た
。

幸
い
、
人
身
事
故
は
経
験
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
か
の

自
動
車
と
の
接
触
事
故
も
あ
り

ま
せ
ん
。
狭
い
と
こ
ろ
で
の
車

の
擦
過
傷
が
、
何
回
か
あ
っ
た

く
ら
い
で
す
。
名
誉
の
負
傷
と

修
理
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
で
走
っ

て
い
ま
す
。

届出医療の 
活用と留意点 
届出医療の 
活用と留意点 
届出医療の 
活用と留意点 

2008年～2009年版

発刊日／2008年10月17日 発　行／全国保険医団体連合会 
体　裁／B5判　全880ページ 定　価／5,000円 
 （会員特別価格  3,000円） 

石川県保険医協会 
※詳しくは案内チラシをご覧ください 

発刊のご案内

インプラント治療における 
審査・診断の重要性 

インプラント治療における 
審査・診断の重要性 

最新のコンピューター・ガイデッドシステムの実力 

◇参加申し込みは石川県保険医協会まで 
　ＴＥＬ 076-222-5373　ＦＡＸ 076-231-5156 
　Ｅメール：iskw_ono@doc-net.or.jp

●と　き：11月27日（木）19時～21時 
●ところ：ホテル金沢 2階 扇（旧ホテルイン金沢、金沢駅東口） 
  金沢市堀川新町1-1　TEL:076-223-1111、駐車場有（117台） 

●講　師：谷田浩志氏（和田精密歯研（株）インプラント事業部係長） 
●参加対象：歯科医師 

※詳しくは案内チラシをご覧ください 



石 川 保 険 医 新 聞 2008年11月15日（毎月15日発行）（12）第439号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

高村　昭輝（金沢市・小児科） 

無謀な提言の実現を夢見て 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 
12回シリーズ 

その １２ 

最
　
終
　
回 

さ
て
、
長
か
っ
た
連
載
も
最

終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
日

は
、
僕
の
願
望
も
含
め
て
、
将

来
の
医
学
教
育
へ
の
展
望
を
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
前
に
、
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
現
状
で
す
。

こ
こ
数
週
間
で
、
株
価
の
大

幅
下
落
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ

の
せ
い
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

経
済
は
、
大
混
乱
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
来
た
と
き
に
は
、
豪
一
ド
ル

は
約
百
円
、
そ
の
後
、
長
く

百
二
十
円
前
後
の
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
日
本
円
を

豪
ド
ル
に
換
金
し
て
使
っ
て
い

た
僕
は
結
構
厳
し
い
経
済
状
態

で
し
た
が
、
最
近
の
下
落
で
豪

一
ド
ル
は
七
十
円
ま
で
に
下
が

っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

も
う
少
し
早
く
こ
う
い
う
事
態

が
起
こ
っ
て
く
れ
れ
ば
生
活
的

に
は
楽
だ
っ
た
の
で
す
が
、
世

界
的
に
み
る
と
、
と
て
も
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も

例
外
で
は
な
く
、
特
に

貧
困
層
の
暮
ら
し
が
ど

ん
底
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
も
と
も
と

移
民
の
国
で
あ
る
こ
の

国
は
、
景
気
が
よ
け
れ

ば
移
民
に
も
仕
事
が
回

っ
て
き
ま
す
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
さ

え
、
仕
事
を
探
し
求
め

る
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
と
、
移
民
に
は
ま
す

ま
す
不
利
な
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
一
部
で
も
さ
さ
や

か
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

型
資
本
主
義
の
終
焉
が
近
づ

き
、
新
た
な
経
済
形
態
が
待
望

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
み
ん

な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
時

代
が
来
る
と
よ
い
で
す
ね
。

今
、
こ
の
文
章
は
ア
デ
レ
ー

ド
か
ら
四
百
五
十
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
たM

t.G
am
bier

と
い
う
人

口
三
万
人
弱
の
町
に
あ
る

R
ural C

linical School

で
書

い
て
い
ま
す
。F

linders

大
学

は
、
世
界
で
も
珍
し
く
医
学
生

を
田
舎
の
小
診
療
所
で
育
て
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
に
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
狙
い
は
、
頻
繁
に
出

く
わ
すC

om
m
on D

isease

を

学
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
経
験

す
る
こ
と
で
、
卒
業
後
の
初
期

研
修
や
専
門
研
修
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
Ｇ
Ｐ
に
な
り
た
い
と
い
う

学
生
も
将
来
が
想
像
で
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
実
習
の
中
心
は
外
来

患
者
さ
ん
な
の
で
す
。
特
に
自

分
が
専
門
と
し
な
い
分
野
の
患

者
さ
ん
に
将
来
出
く
わ
す

可
能
性
が
あ
る
の
は
外
来

で
す
。
医
学
生
や
研
修
医

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
基

礎
知
識
を
得
る
に
は
、
外

来
患
者
さ
ん
が
最
も
適
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
ハ
ー

バ
ー
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク

ー
ル
も
同
じ
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
臨
床
実
習
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
る
こ
と
で

そ
の
正
当
性
が
分
か
り
ま

す
。地

域
の
診
療
所
を
切
り

盛
り
す
る
Ｇ
Ｐ
た
ち
に
は
負
担

に
な
る
気
も
し
ま
す
が
、
逆
に

教
え
る
と
言
う
役
割
を
与
え
ら

れ
た
Ｇ
Ｐ
は
、
と
て
も
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
シ
ス
テ
ム

を
作
れ
ば
、
そ
れ
も
可
能
な
わ

け
で
す
ね
。
世
界
の
医
学
部
に

近
づ
く
た
め
の
思
い
切
っ
た
僕

の
提
言
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
基
礎
系
の
実
習
を
解
剖
学
以

外
は
な
く
し
、
講
義
中
心
か
ら

Ｐ
Ｂ
Ｌ
中
心
の
学
習
形
態
に
変

え
る
（
そ
こ
で
基
礎
医
学
の
基

本
も
学
べ
る
）。

②
基
礎
系
の
実
習
を
な
く
す
代

わ
り
に
、
臨
床
実
習
の
期
間
を

二
年
間
に
す
る
（
ち
な
み
に
こ

こ
に
は
医
科
学
部
、
健
康
科
学

部
な
る
基
礎
医
学
を
学
び
、
研

究
者
を
育
て
る
学
部
が
あ
り
ま

す
）。

③
医
学
部
の
学
生
、
研
修
医
に

地
域
の
診
療
所
と
は
い
か
な
い

ま
で
も
、
地
域
の
中
小
規
模
の

病
院
で
臨
床
実
習
・
研
修
を
最

低
一
年
間
さ
せ
る
。

④
医
学
部
の
学
生
、
研
修
医
の

臨
床
実
習
・
研
修
の
大
部
分
は

外
来
患
者
さ
ん
と
す
る
。

⑤
医
師
国
家
試
験
を
も
っ
と
総

合
診
療
能
力
を
問
う
も
の
に
変

え
、
時
期
を
五
年
生
終
了
時
に

前
倒
し
し
、
六
年
生
の
臨
床
実

習
を
も
っ
と
医
師
に
近
い
も
の

と
す
る
。

か
な
り
、
大
幅
な
変
更
に
な

り
ま
す
よ
ね
・
・
・
。
き
っ
と

こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
様
の
中
に
も
何
を
馬
鹿

な
・
・
・
と
言
わ
れ
る
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
世
界
は
こ
れ
く
ら
い
進
ん

で
い
る
の
で
す
。
絶
え
ず
、
変

わ
る
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ

と
・
・
・
そ
れ
が
大
切
な
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
読
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
現
時
点
で
無
謀
な
提
言

が
本
当
の
も
の
に
な
る
こ
と
を

夢
見
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
地
域

こ
そ
、
医
学
教
育
の
命
だ
と
信

じ
て
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア

デ
レ
ー
ド
よ
り
。
高
村
昭
輝
。

最
近
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ

店
か
ら
消
え
た
古
い
作
品
の

一
つ
が
こ
れ
。
奈
良
時
代
の

国
家
安
泰
を
願
う
熱
情
と
、

戦
後
復
興
へ
の
日
本
人
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
、
重
畳
し
て
感

じ
ら
れ
る
力
作
！

物
語
は
、
天
平
年
間
に
飢

饉
、
悪
疫
、
天
災
な
ど
に
見

舞
わ
れ
、
都
を
奈
良
か
ら
近

江
紫
香
楽
や
難
波
に
移
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
帝
、
聖

武
天
皇
の
思
い
か
ら
始
ま

る
。

彼
は
、
再
び
奈
良
に
都
を

移
し
、
救
国
の
た
め
に
大
仏

建
立
を
決
意
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
宮
廷
内
で
は

こ
の
こ
と
を
め
ぐ
り
、
建
立

を
成
就
さ
せ
、
帝
の
信
任
を

集
め
よ
う
と
す
る
藤
原
仲
麻

呂
と
建
立
に
反
対
し
、
仲
麻

呂
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
す
る

橘
奈
良
麻
呂
一
族
の
抗
争
が

激
化
し
た
。
造
仏
長
官
に
な

っ
た
国
中
公
麻
呂
（
小
沢
栄

太
郎
）
は
、
両
方
の
板
ば
さ

み
に
な
り
、
造
営
に
対
す
る

自
信
を
失
い
か
け
た
。

し
か
し
、
時
の
大
僧
正
行

基
（
大
河
内
伝
次
郎
）
に
励

ま
さ
れ
、
彫
刻
師
国
人
（
く

に
ひ
と
、
長
谷
川
一
夫
）
を

助
手
に
し
て
、
大
仏
建
立
に

邁
進
し
た
。
ま
ず
は
、
大
仏

の
原
型
を
作
り
、
そ
れ
を
鋳

型
に
し
て
銅
を
流
し
込
み
、

鋳
造
す
る
の
で
あ
る
。
全
国

か
ら
多
く
の
人
足
を
集
め
て

の
国
家
事
業
で
あ
り
、
そ
こ

で
国
人
の
恋
人
麻
夜
賣
（
ま

や
め
、
京
マ
チ
子
）
も
働
い

て
い
た
。

麻
夜
賣
は
、
国
人
が
大
仏

建
立
の
傍
ら
重
臣
の
未
亡
人

に
頼
ま
れ
て
そ
の
人
の
像
を

作
っ
て
い
る
の
に
嫉
妬
し

て
、
橘
一
族
に
た
ぶ
ら
か
さ

れ
て
妖
し
く
踊
っ
た
。
そ
の

隙
に
間
者
が
銅
に
異
物
を
混

ぜ
て
お
き
、
大
仏
の
右
手
の

鋳
型
を
は
ず
す
と
右
手
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
椿
事

の
た
め
建
立
は
中
止
さ
れ

た
。し

か
し
、
行
基
の
遺
言
に

よ
り
事
業
は
再
開
さ
れ
、
大

仏
は
顔
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
が
、
ま
た
橘
氏
の
間
者
が

顔
を
鋳
る
銅
の
中
へ
鉛
を
混

合
さ
せ
た
。
そ
の
銅
汁
の
色

が
お
か
し
い
こ
と
に
気
が
つ

い
た
国
人
は
、
命
が
け
で
そ

の
陰
謀
を
阻
止
し
、
全
身
に

火
傷
を
負
っ
た
。
無
事
に
完

成
し
た
大
仏
の
顔
を
見
な
が

ら
、
国
人
は
死
ん
だ
。

国
人
の
亡
き
後
、
麻
夜
賣

は
白
衣
を
ま
と
っ
て
、
大
仏

の
掌
の
上
で
狂
っ
た
よ
う
に

踊
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
大

仏
が
で
き
る
と
、
そ
れ
ま
で

働
い
て
い
た
人
々
は
国
に
帰

り
、
次
に
大
仏
殿
を
作
る

人
々
が
召
集
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
大
仏
を
作
る
国
家
と

民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
事

に
描
い
た
衣
笠
監
督
は
、
女

形
出
身
の
名
匠
。
大
映
永
田

雅
一
社
長
も
、
よ
く
こ
れ
だ

け
の
も
の
を
作
る
資
金
を
集

め
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
し

ま
う
作
品
！
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
再

登
場
を
仏
に
祈
り
た
い
!!

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

４４ 

【
監
督
】衣
笠
貞
之
助 

【
出
演
】長
谷
川
一
夫 
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黒先　5分で1、2級以上 
〈ヒント〉 一手目が弱点をつく急所の 
　　　　一着です。 

〈ヒント〉桂の活用がポイントです。 
 10分で2級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

桂 

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

オーストラリア中心の町、アリススプ
リングスで撮った子どもたちとぼく

カカドゥ国立公園からみたアボリジニーにしか
立ち入ることができないアーネムランド


